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決意と献身

第一副管長 マ リオ ン ・G・ ロ ー

私
は決意 と献身 とい うテーマについて

考えなが ら，古代の聖徒 として，聖

書やモルモン経 に登場す る数多 くの偉大な

人々のことを思いました。 それは尊い神の

み業に献身した，非常 に雄々 しい人々です。

私たち も皆，自分の献身を末日聖徒 イエス・

キリス ト教会の水準にかなった もの とす る

よう，固い決意をする必要があ ります。

それを鼓舞する意味で，私たちが これか

らどうい う点 を伸 ばしていった らいいか，

例 を挙 げて説明 していきたいと思 います。

私の考 えで は，モーサヤの息子 たちが示

して くれた模範 に従 うのが最良の方法だ と

思い ます。 自分 も彼 らの ように立派にや っ

てきたなどと言 うつ もりはあ りませんが，

これ までの経験か ら，彼 らが取った方法 は，

従 うすべての人々 に良い結果 をもた らす と

いうことを知 っています。

モルモ ンは彼 らについて こう書いていま

す。「この兄弟たちはまことに正 しい理解 を

もっている者たちで，神の道 を知 るために

熱心に聖文 を研究 したか ら，すでに真理に

ついて深い知識を持つようになっていた。

そればか りでな く，かれ らは非常に熱心

に祈 りと断食 とをしたか ら『予言のみたま』

と 『啓示のみた ま』 とを受け，その教 えを
の

宣べるときには神 に授か った権能 と威勢 と

によって教 えた。」(ア ルマ17：2-3)

これが神の教会の諸々の事柄を動かして

いる偉大な力です。 これがなければ，ほか

の何事 も成功 させ ることはできません。
つ

モーサヤの息子 たちには，神に属ける事

柄 を学ぶ固い決意ができていました。今，

この学ぶ という点 において，末 日聖徒以上

にしっか りした心構 えがで きている人々は

いないのではないで しょうか。その決意の
よりどころ

拠 所 となってい るのは，次のような主のみ

言葉です。主 は私 たちに 「学修研究 してあ
よ ふみ もろもろ

らゆる善 き書 に通 じ， また諸々の国語 と諸

諸の言葉 と国民 とに通 ぜ よ」(教 義 と聖約

聖徒の道/1983年10月 号 1



●決意と献身

90：15)と 言われました。それは，「人 は無

智 にして救わるること」(教 義 と聖約131：

6)が な いか らです乙 ここで言う無知 とは

真理に対する無知です。予言者 ジョセフ ・

ス ミスも，「人は知識 を得なければ，救われ

な)〉」(伽 解 のh6Ch観h)・ と言 って

います。

主は，また こうも言 ってお られ ます。「神

の栄光は栄智な り。」(教 義 と聖約93：36)

そ して，次 は予言者ジ ョセフ ・ス ミスの言

葉です。「およそ，われ らの この世 に於 て達

する栄智の一切は，何 にて もよみが えりの

時われ らと共 によみがえるべ し。 さればも

しある人あ りて，精励従順 によりこの世 に
すぐ

於て他の人よりも一層勝れたる知識と栄智
う

とを得ば，未来の世に於てそれだけ利 を得

べ し。」(教 義 と聖約130：18-19)

再 び 主の言葉 を引用 します。「われ誠 に汝
きよ

らに告 ぐ，汝らわが聖 き書を急 ぎ翻訳 して，

歴史の知識，諸国の知識，王国の知識，神
お き て しか

と人の律法の知識 を得，而 してこれらをす

べてシオンの救いのため得ん ことはわが欲

するところな り。」(教 義 と聖約93：53)

こ こで，全き献 身に備 えて不動の決意を

することの必要性について，少 し考 えてみ

ましょう。
っ とめ

主はこう言われ ました。「汝 ら神の役務に
い

出で立たん とする者は，終 りの日に臨みて
とが

神の前 に暫 な くして立たんため，すべか ら

く心をつ くし，勢力をつ くし，思いをつ く

し，体力 をつ くして神 の役務 をなせ。」(教

義 と聖約4：2)

皆 さんは，次の二一ファイの物語を御存

じのことと思い ます。兄たちはエルサレム
しんちゆう

に行 って，彼 らの系図が入 った真 鍮 版 を手

2

に入れ るように と父か ら言われた時，不平

を鳴 らしましたが，二一ファイはこう言い

ました。「私 は主が命 じた もうた ことを行っ

て行 なう。私は，主が命 じた もうことには，
な まえもつ

人がそれを為 しとげるために前以てある方

法が備 えてあり，それでな くては，主 は何

の命令 も人 に下 した まわないことを承知 し

ているか らである。」(1二 一フ ァイ3：7)

エ ルサレムに着いて， まずその記録 を手

に入れ る責任に当たったのが レーマンです。

彼 は不承不承 レーバ ンの所へ行 きましたが，

記録を得る ことがで きずに戻 ってきました。

そこで彼 らは，「自分 らの相続 した土地へ行

って……金銀 その ほかの貴重品 を取 り集

め」(1二 一ファイ3：22)， それで真鍮版

を買お うとしました。 ところが，彼 らはそ

れをレーバ ンに奪 い取 られ，命からが ら逃

げ出さざるを得ない始末で した。城壁の外

に来て，レーマ.ンとレミュエルは二一フ ァイ

を棒で打ち ました。ふた りは真鍮版 を得 な

いまま，父親の所 へ戻ろうとしました。天

使が現われて， 自分たちの非を正された後

で もなお彼 らは不平 を鳴 らし続 けました。

(1二 一ファイ3：28-31)し か し，二一

ファイはこう言 ったのです。

「私たちは
， またエルサレムまで引 き返

そうではないか。そして主の命令 を忠実に

守ろうではないか。ごらん，それは全世界

が向って も主の強 さにはかなわないからで

ある。 それ なら， どうして主がレーバ ンと

その家来の五十人 よりも強 くないことがあ

ろうか。いや，レーバ ンに何万人 あっても

主の強 さにはかなわない。」(1二 一 ファイ

4：1)

そ して，二一ファイは城壁の中に入 り，
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マ36：24)

アル マの行ないを伝 える記録 を読 むと，

、その言葉が真実であることが分か ります。

彼は行政長官 ともいうべき大判事 の職 を辞

任 しましたが，それは 「民……の中を巡 っ

てあるいて，神 の道 を民 に宣べ伝 え，1民に

その義務 を思い起 させてふ るい立たせ，神

の道 をもって民の間に行われるあらゆる傲
こうかつ おさ

慢と狡猜 と不和とを抑えようとしたためで
もつ

あった。全 く純粋 な証詞を以てこれを責め

るよりほかに民 を改心 させ る道がないと思

えたか らである 。」(ア ルマ4：19)

だか らといって，毎 日の仕事 を投げうっ

てまで，教会の責任 にすべての時問を捧げ

なさいというのではありません。それ は，

特にそういう職 に召された時に行な うこと

です。私が言いたいのは，救いの計画 につ

いて学び， それが現世 と来 るべ き永遠の世

において，平安 と幸福 を得 るための唯一の

道であることを理解 しなければならない と

いうことなのです。私たちは何 をおいて も，

言葉 と行ないを通 して，世の人々に神 に対

する知識 と証を伝えるよう，固い決意 をし

なければな りません。 それは，人々が福音

を受け入れ， 自分の ものにで きるようにす

るためです。

私たちは聖典 を学び，主が予言者を通 し

て救いの計画について啓示 して こられた事

柄 を理解 しなければな りません。 また，毎

日朝 と夜の祈 りを欠かす ことな く，福音の

教 えに忠実 に従 うことによって，福音が も

たらす宰安 と活力 を得 る必要があ ります。

私たちは熱心に， また特に意識 してそれ を

求め，聖霊 の力によって，福音 の神聖な真

理に対す る証 を得，保 ち続 ける必要があ り

4

ます。真の改宗 をし，福音 に自らを捧 げ，

生活のすべてにその影響が現われて くるよ

うにしなければな らないのです。そ して，

何 を決めるにして も，行 なうにして も，そ

の是非の判断は，必ず福音の光 に照 らして

行 なわなければなりません。そ うするなら

ば，心 を悩 ます疑いや現代の様々な問題に

よって，判断や行ないを誤 ることはな くな

るでしょう。

例 えば，安息 日の仕事やレク リエーショ

ンなどの問題につレ.>ても，正 しい判断がで

きるようになるで しょう。救いの計画 を受

け入れた社会に， 日曜 日の営業 を禁止す る

法律 は要 りませ ん。安息 日に商売 をしたり，

買い物 をした りす る人 はいな くなるでしょ

う。また， 中絶禁止法 を定 める必要 もあ り

ません。わいせつな読み物や映画，人 を堕

落させ る娯楽 もな くなることで しょう。人

種偏見，社会問題 も姿 を消す ようにな りま

す。

皆 さんが，福音の教 えを基準にして物事

を決め，行 ない， また，救 いの計画に照 ら

して， 日々直面 する様々な事柄 を判断する

よう望む ものです。世界の どこを捜 しても，

これ程大切 なものはほかにあ りません。 こ

の素晴 らしい計画は，人類 を腰い，神 のみ

もとに救い，昇栄 させ るために，初め天上

において定 められた ものです。私たちはこ

の計画が もたらす祝福 にあずか るにふさわ

しい生活をすべ く，心 を決める必要があ り

ます。私たちは皆，それぞれに求められて

いる事柄 を実行すべ く決意 し，それ に従 っ

た生活 をしなけれまばな りません。 日々の

仕事が どのようなものかにかかわ らず，私

たちは救いの計画の精神 を理解 し， それに
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従 った生活 をするよう求め られてい ます。

私たちは， 自分が仕え，あるいは接触 する

人々に，良 い影響 を及 ぽし，その人々が真

理を見 いだす助 けをすることもできます。

それを行 ない，最後 まで続 けるための最

良の方法は，イエスが なされた ように，何

があっても御父のみ こころを行 なうと決意

ずることです。主がなされたことのひ とつ

に，御 自身に対 する御父のみこころをよ く1

知 るということがあ ります。そ して最 も大

切 なのは，祈りそ通 して御父 と交わ られた

ということです。イエスが これをなされた

のは，御父のみ こころを知 るためだ けでな

く，御父のみこころを行な うガ を得 るため

でした。イエスは弛上 で導ぎと教 えを施 し

てお られた時 た，祈 りをせずに大切な決定

を下 したり，重大な局面に対処 レた りする

ことは決 してなかった と思います。

私たちはゲツ セマネの苦悶の記録か ら，

天父のみこころを行なうのはデ必ず しも易・

しく，心地 よい ことばか りではなか ったと

いうことが分か ります。 しかし， イエスは

天父のみこころにはいつも従われました。

そして主はこの最後 の神権時代 に，御 自

身が地上におられた時に断固として行 なわ

れたように，神 のみ業 に専心 し，戒めに完

全に従うことの大切 さを教 えて こられまし

た。

イエスが言葉 と行ないによって示 された

模範 に従 うことは賢明 なことです。

「われに 『来 よ』 という

救V】主にゆかん
お

一人 では居られず

み子よ，共 にあれ」・(讃美歌77番)

6

強調点 ：.ホームティーチングの時，以下 の

点 を強調するとよい。

1.

2.

3.

4.

今 ， この学ぶ という点において，末日

聖徒以上 にしっか りした心構 えができ

ている人々はいないのではないのでし

ょうか。私たちは，皆 自分 自身のため

にその心構 えをする必要があ ります。

私 たちは，世の人々が福音 を受 け入れ

て自分のもの とすることがで きるよう，

神 に対 する知識 と証を伝 えるとい う，

固い決意 をしなければならない。

何 を決めるにして も，行 なうにして も，

その是非の判断は，必ず救いの計画 と
ご

いう光 に照 らして行なわなけれ ばなら

ない。

福音に従順 な生活 を行なし、㌧。最後 まで

続 ける最良の方法 はゴイエスがなされ

たように，何があって も御父のみ こご

ろを行 なうと決意することである。

話し合いのための提案

1.

2.

3.

イ、エス ・キ リス トの福音 に対す 多決意

と献身 とい う点にりいて， 自分の経験

や感 じていることを話す。

このメ ッセージの中に，家庭で読んだ

り話 し合 った りするのによい聖句や言

葉 はないだろうか。

話 し合 いをより充実 した もの とするた

めに，訪問する前に家長 と話 し合って

お くとよい。定員会指導者や監督から

家長にあて られたメッセ}ジ はないだ

ろうか。
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イ
エスは地上 にお られたある時，次の

ように教えられ ました。

「あなたがたのうちに
，百匹の羊 を持 っ

てい る者がいた とする。 その一匹の羊がい

な くなった ら，九十九匹の羊を野原 に残 し

ておいて，いな くなった一匹を見つけるま

では捜 し歩かないであろうか。

そして見つけた ら，喜んでそれを自分の

肩に乗せ，家に帰って きて友人や隣 り人を

呼び集 め，『わたしと一緒に喜んで くださ

い。いな くなった羊を見つけましたか ら』

と言うであろう。

よく聞 きなさい。それ と同 じように，罪

人がひとりで も悔い改めるな ら，悔改 めを

必要 としない九十九人の正 しい人のために

もまさる大 きいよろこびが，天 にあるであ

ろう。」(ル カ15：4・ 一7)

このた とえ話 は天父 にとって一人一人の

人間が貴い存在であることを教 えています。

現在，社会が ます ます複雑化 するにつれ，

数多 くの力が結集 して，人間は価値のない，

つまらない存在 だという考 えを人々に植 え

付 けようとしています。官庁，大学，銀行

などのファイルの中の，ただの番号にしか

過 ぎないというところまで，人の値を落 と

しめようとしているのです。 その結果，人

人の問には，人生は水に浮かぶあわのよう

に，何 の価値 もないものだ というような考

えが広が りつつあ ります。'天父の愛 を理解

する必要性が， ζれほどに強い時代はかつ

てあ りませんでした。主の前には，すべて

の人は不変の価値 を持つ存在です。次に挙

げる，人の値 を強調 した教 えは，予言者 ジ

ョセフ ・ス ミスを通して与 えられた もので

すが， この教えは科学上のいかなる発見 よ

りも， またわずかばか りのこの世の知恵を

集めた ものよりも大切な ものです。
しか「而して汝らもし生涯今の世の人々に向

ただ

いて悔改めを叫ぶ ことに力を尽 し，唯」人

の人 た りと もわれに導かば，わが御父の国
よろこ い か

に於て彼と共に汝らの悦び如何ばかりぞや。
もと

さて，御父の国にわれの許に導 きたる唯

一人の人につきて汝 らの悦 び大いな らば，

汝 らもし多 くの人 を導き来 らばその悦びは
はた

果 して如何 ばか りぞや。」(教 義 と聖約18： 』

15-16)
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■人の値

ひとつの現代 のた とえ話 を紹介 したい と

思います。 そこに主人公 として登場 する農

夫は，かつてない豊作 に恵 まれ，.その収穫

か ら得たお金で どの ような財産 を買 うか と

い うことばか り考 えてい ました。彼は毎 日

のように，畑 に行 って満足気 に黄金色の穂

波を眺め，家 に帰 って くると大得意で，今

に金持ちになるぞ と家族 に話 して聞かせて

いました。

彼 には病気の小さな子供がひ とりい まし

た。 その子が父親 に，畑 に連れていって，

実 りをつけた広い小麦畑 を見せて欲 しい と

言いました。父親はその願いを聞 き，子供

を暖かな着物に くるんで，外へ連れていき

ました。 ところが， 目の前に広がる宝に気

を奪われていた父親 は，子供が 自分の側 か

ら離れた ことに，す ぐに気が付 きませんで

した。 しばらく経って子供が見 えないのに

気付いた彼は，小麦畑の中にその姿 を捜 し

ました。 しか し，小麦の穂は子供の背丈 よ

りも高 く，影 も形も見 えません。父親は狂

乱 したよう に，村へ走 ってい き，近 くの人

人の助 けを求めました。それを聞いてすべ

ての人が集 まりました。そして，手 をつな

いで畑 を囲む ように大 きな輪 を作 り，茂 り

合う小麦の穂 を踏み しだ きなが ら，ゆっ く

りと前へ進 んだのです。やがてその子供は

冷たい体 となって見つか りました。父親は

掛け替 えのない息子の死に打ちひしがれ，

嘆き悲しみました。彼 はこの世 の富 よりも

大いな る人の値 に気付 か されたのです。

(SidneシH.Alexander，Jr。 ，"Today's

Crises，"V冨如」助66h6s，1Jan.1963，pp.

185-86)

私 た ちは神の子供 として も，人の値 の大
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いなることを理解する必要があ ります。教

会は，死者の救 いの業 を進 めています。 ま

た，数多 くの若人 とやる気のある会員を伝

道 に送 り出し，良 き羊飼いの声に耳 を傾 け

ようとしている人々 を集めようとしていま

す。そして，そのために莫大 なお金 と時間

を費やし，私たちのメッセージを受 け入れ

る人 を捜 してい ます。

しかし，人 を捜す という点において，私

たちは もうひ とつの大切 な責任 を与 えられ

てい ます。一度バプテスマを受 けなが ら，

教会 を遠 ざかっている人々を捜 し，活発 に

するという責任です。 これは，羊を見つけ

出す ように簡単 にはい きません。羊の足跡

はまだはっきりしていて，跡 をた どるの も

楽ですが， この人々 を教会か ら遠ざか らせ

た心のはずみや真の動機 となると， なかな

かそうはいきません。その中の非常 に多 く

の人々は，人生 に関する福 音の計画 の霊的

な価値に無頓着です。私 は， よく 「不活発

会員」 と言われるこれ らの神の息子，娘た

ちのことを心配 しています。 この人 々も教

会に とっては大切な存在 なのです。

多 くの場合・ この人々 と教会 との接触 は

ホームテ ィーチャーを媒介 として行 なわれ

ています。ホームテ ィーチャーは監督 とメ

ルケゼデク神権定員会の指導者 の指示の下

に働 いています。ホームティーチング とい

うこの大切な責任 に私が関心 を持 ち始 めた

のは， まだ若い頃の ことでした。

準備 と心構 え

まだ伝道の準備 をしていた若い頃の こと

です。私がいたワー ド部の監督は素晴 らし

い人でした。その人の名前は，マ リオン ・.





■人の値

私
は，よく 「不活発会員」と君われるこれらの

神の息子，娘たちのことを心配しています。

G・ ロムニー。今 は副管長 として働いてお

られ ます。ロムニー監督は，私 と同僚 にホ

ームティーチングの責任 を与 える時 に，謙

遜さ と祈 り， また，担当家族の心 を奮い立

たせ る霊的なメッセージを準備することの

大切 さを強調 しました。 そして，そのホー

ムティーチ ングの責任 を果たしてい く時 に，

様々な機会を通 して大 きな喜びが与 えられ

ると約束 して くれたのです。割 り当て られ

たのは5軒 の家族で，その中の3軒 が教会

に来ていない家族でした。 ロムニー監督 の

熱意 と関心は間もな く，私たちを完全 に感

化しました。ロムニー監督 にとって， この

ホームティーチングの割 り当てはそれほど

までに大切 なものだったのです。その責任

を果たす，に際 しての彼の入念な指示は，私

たちの心に強 く残 りました。そして私たち

はその霊感あふれる勧告 に忠実に従いまし

た。何度 も訪問を重ねる内に，教会 に来て

いなかった家族 も含めて，すべての担当家

族 と心がら打 ち解 け合 うようにな り，最終

的にはすべての家族が活発に教会に集 うよ

うになりましたQ

ロムニー監督は， このホームテ ィーチン

グの責任が重要な ものであることを，私 た

ちに教 えました。彼 は私 たちに， よく準備

し，訪問の効果 について真剣に考 えるよう

に励 ましを与 えました。そして，私 たちの

希望 と信仰 を深めて， より良い働 きがで き

・るように助 けて くれたのです
。私たちは，

は き

覇気 と自発性がなければ， どのような責任

に就いても，絶対 に成功は望めない とい う

ことと， また，教会に来ていない会員への

ホームティーチ ングを成功に導 くための最

も大切 な要因は，ホームテ ィーチャー自身

であるとい うことを教 えられました。ホー

ムティーチャ」 自身の備 え，打 ち込み方，

心構 え，積極性が極 めて重大な要素 となる

のです。

親 しい関係

何年か前，私のある友人がステーキ部宣

教師 に召 され ました。彼 はかな り大 きなス

ーパーマーケ ットを経営 していましたが，

客のひとりに， その地域 ではかな り名のあ

る，裕福 な老婦人がいました。私の友人は

彼女 に心からの関心を寄せ，店を利用 して

くれることへの感謝 の念 をあらゆる形で示

し，彼女に頼 まれた ことは何で もす るよう

に務 めました。買物を終 えた彼女の荷物 を

必ず 自動車 まで運び， ドアを開け，見送 る

ようにしました。いつ も笑顔 を忘れず，丁

寧で親切な言葉をか け，別れ際には親 しみ

を込めて手を振 りあいさつをしました。彼

女 も善意 に満 ちた親切な態度 に接 して，彼

に良い印象を持ち ました。

ある夜彼は，ステーキ部宣教師 として同

僚 と一緒 に戸別訪問 をしていた時に，驚い

た ことに，偶然 にも彼女 の家の ドアをノッ

クしました。初め彼女は ドアを少 し開 けて

用心深そ うに外 をうかがいましたが， そこ

に立 っていた人 を見 ると， ドアを開け放 し

て，「まあ，だれか と思った ら，あなただ っ

たの」 と声を上 げました。＼
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彼 は商売上のことで はな く，末 日聖徒イ

エズ ・キ リス ト教会 の宣教師 として訪問 し

た ことを彼女に説明しました。す ると彼女
ト き ド

は， 自分は別の教会の会員で， それ まで何

年 もモルモ ン教会の宣教師の訪問 を受 けて

いたが，話 を聞 こうともしなかった し，興

味 もなかった と答えました。で もこの時は

違 いまじた。「「あなたなら話 は別 よ。どうぞ

お入 りになって。あなたのように紳士的で

立派なク リスチャンが言 うことだ ったら喜

んで聞かせていただ くわ。」

ここから彼女の改宗談が始 まるわけです

が，すべて を話す必要 はなbで しょう。彼

女がバプデスマを受 け，今 も教会を愛 して

いる というだけで十分だ と思います。彼女

が改宗 したのは， この素晴 らしい末日聖徒

によって心 を和 らげ られていたか らです。

彼の経験 は，心をかた くなにしていると

思われ る人々の心を動かすには，宗教や教

会 のことを切 り出す前1と，親 しい関係 を築

いてお く必要が ある ということを教 えて1く

れてい ます。初 めに，良い感情 を基 とした

関係ができているなら，恐れ，疑い，敵意

な どを取 り除き，福音の理解 と改宗へ と道

を開 くことがで きます。

教会に来ていない会員の活発化という，

この素晴 らしい責任 を遂行する上で重要な

3番 目の原則 は，好機 を逃 さず事を行 なう

ということです。聖典 にはその ことが次の

よ うに書かれてい ます。

「天が下のすべての事 には季節があ り
，

すべてのわざには時がある。

生 るるに時があ り……植 えるに時が あり，

植 えた もの を抜 くに時があ」る。(伝 道3：

1-2)

聖徒 の道/1983年10月 号

ステーキ部宣教師をしていた私の友入が

もうひ とつ，なるほ どと思わせ る体験をし

ています。彼はその経験 を通 して ，人問を

いつまで も固定的に見ていてはならないと

い うことを学びました。人間は石ではあ り

ませ ん。絶 えず変化 しているのです。

ある医者がいました。私の友人はホーム

ティーチャー として彼 に働 きかけようとし

ましたが，拒絶 されました。その医者は名

前だけの教会員で した。彼の家の ドアは，

教会員 に対 して固 く，永遠 に閉ざされてい

たかの ようで した。ある夜，私の友人は病

院に行 き， そこであの頑固な医者がベ ッド

に横たわって.いる姿を見て，驚 き，悲 しみ

ました。彼 は心 を謙遜 にし，思 い切 って言

い ました。「お望 みで した ら，祝福の儀式 を

しますが どうですか。」

すると衰弱 して元気 を無 くしていた医者

が こう答 えました。「是非頼み ます。今の私

には一番の助けにな ります。」以来彼 は再び

活発 に教会 に集 うようになった ということ

です。すべての人にそれぞれの時があるよ

うです。 もし神のみたまのささや きがあっ

た時は，それに従わなければな りません。

私たちの人生 には，生活 を変 え，霊的な

優先順位 を考え直すきっかけを与えてくれ

る様々な出来事があ ります。それは今教会

に来ていない会員に も言えることです。皆

さんがホームティーチャー として担当して

いるそのような人々 も，大 きな困難に直面

した り，自分自身や子供たちの生活に重大

な出来事が起 きた時に，心 を和 らげるかも

知れません。彼 らの近 くにいて，好機が訪

れた時 に，彼 らの生活 に霊的な影響力 を及

ぼすことがで きるよう備えて下 さい。
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■人の値

霊 的な 目覚 め

イエス ・キリス トの福音 に対 する霊的な

目覚めは，再活発化の道 を歩む上で最 も大

きな力 となるものです。ホームティーチャ

ー としての働 きをこの点 に集中 させ るよう

にして下 さい。皆 さんが担当す，る教会に来

ていない夫婦 を，ウー ド部やステーキ部で

行なわれている神殿準備セ ミナーに招 くよ

う，定員会の指導者や監督 と調整 して下 さ

い。そのセミナーには皆 さん も.一緒 に出席

し，ホームテ ィーチングで訪問 した時には，

質問に答 えた り，セ ミナーへの出席 を続 け

るよう励 ました りして，継続的に関心 を示

すようにして下 さい。

もし担当家族 にセ ミナー・に出席す る気が

ない場合は，週 に1度 彼 らの家で，福音の

原則 を学ぶ時間を取れないか どうか尋ねて

みて下さい。ホームティーチャーはそ こで，

福音の原則 に関する体系的なレッスンをし

ます。 このレッスンは短い時間(30分 か ら

45分)で 行 ない，テキス トとしては，「神殿

準備セ ミナー」(PBMPO101JA)， 「家族のた

めの求道者標準教育法」(PBMI8461JA)，

「福音の原則」(PBICO245JA)な どを用 い

るとよいで しょう。 自分の家で福音 を学ぶ

というこの提案は，多 くの家族 に受 け入れ

られると思い ます。

ただしこの場合，何かを約束 させた り，

急激な行動の変化を期待 して，精神的な圧

迫 をかけてはいけません。彼 らが 自分 自身

で，皆 さんか ら学んだ真理 を成長の糧 とし，

また，知識 と霊的な力 を増 し加 えていると

いう実感 を味わえるようにして下 さい。福

音 についての知識 を深 めるにつれ，自分で

目標 を設定 し，新たな生活への心構 えをす

12

るようになった人々が数多 くいます。

週 に1度 の訪問先での レッスンは，その

家族が霊的な独 り立ちをするまで続 けて下

さい。数週 間でそうなる場合 もあ ります し，

何 カ月 もかかる場合 もあ ります。

父 親

父親に的を絞 って下さい。父親が活発 に

なる と，他の家族 もその影響で，同 じ行動

を取 るようにな ります。 ホームティーチ ャ

ー としての訪問や
，家族 との活動 について，

父親 と話 し合って下 さい。父親 から指示 を

求め， また依頼 されたことは，慎んで引 き

受けて下 さい。担当家族の家 にいる時は，

だれが祈るか，何 を教 えるか， どの ような

提案をするか については，父親の指示に従

うようにしなければな りません。

責 任'

状態 をよく観察 し，適切 である と判断し

た場合 は，担 当家族 に教会の組織の中で働

く機会 を与えるようにして下 さい。確かに，

担 当家族 にはホームテ ィーチャーの愛 と奉

仕が必要ですが，同時に，彼 らには， 自分

で働 き，参加す ることによって成長 してい

く機会 も必要 です。定員会は必要に応 じて，

活発なメルケゼデク神権者 を長 とする委員

会を組織す るよう求 められています。委員

長は定期的に会長会へ報 告を行 なう必要が

あ ります。各委員会 には，2，3人 の活発

な兄弟のほかに，あま り活発でない兄弟 を

ひ とり召すようにするとよいで しょう。教

会に行 きませんか という漠然 とした誘い に

は反応 を示 さなか った兄弟たちが，彼 らの

関心事 を考慮 に入れた，委員会で働 くとい
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圏人の値

確
かに，担当家族にはホームティーチャーの愛と奉仕

が勘要ですが，同時に，彼 らには，自分で働き，参

加することによって成長 していく機会も必要です。

い場合 もあ ります。聖書には，「怒れ る兄弟

は堅固な城 よりも近づ き難い。」(欽 定訳箴

言18：19)と 書 かれているほどです。成長

の速度は人それぞれ に違い ます。活発にな

るまで長 い時間を要する人 もいるのです。

忍耐 をもって，そのような人々に接 して下

さい。 この仕事を成 し遂 げるには時問が必

要です。、・

霊的 な導 き

活発化 とひ と口で言 っても，ただひとつ

の方法で，すべての人に対応できるわけで

はありません。活発でな くなった理 由は，

人 によって様 々に異 な ります。ですから，

担 当家族の活発化 を計画する場合は・相手

の必要に応 じて，慎重 に， また祈 りの気持

ちをもって行なうようにして下 さい。彼 ら

の心を和 らげる方法を御存 じなのは，主だ

けです。教会 には，自分たちに関心を向 け，

励 まして くれ る兄弟姉妹 を必要 とする会員

がた くさんいます。活発でない教会員に対

して，ホームテ ィーチャーは大切 な責任 を

負っています。 しか し，その一端 は，教会'

の すべてg会 員，一組織 にも与 えられている

のです。スペ ンサー ・W・ キンボール大管

長はこう言っています。

「不活発 と無関心の風潮が両親か ら息子

娘へ と循環 しています。今 こそ，私たちは

この循環 を立 ち切 らななければな りませ ん。

私たちはさらに多 くの若人に手 を差 し伸べ

て，支 え，彼 らが従順な生活 をし，伝道 に

備 え，聖なる神殿で結婚 をする、よう導かな

ければな りません。.それ と同時に， さらに

多 くの父親，母親 にも手 を差 し伸べ，支 え

なければ奪 りません。」(RegionalRepre・

sentativesSeminar，30September1977)

私 た ちは個人 として， また組織 として，

活発でない兄弟姉妹 に手 を差 し伸べ る時に，

次のことを覚 えておかなければな りません。

「失意の人に とって
，住 む所や，パ ンよ自り

もはるかに大切な もの， それは……この世

の中での，人 と人 との触れ合い。」(Spencer

MichaelFrees，"TheHumanTouch，"A

T紹 αs%η`ゾ 動幼勉zガo，z，ed.RalphL.

Woods，NewYorklThomasY.Crowell

Co.，1951，p.327)確 か に，人 と人 との触 れ

合いは，効果的なホームティーチ ングを行

な うための出発点です。 しか し， もうひ と

つ必要なものがあ ります。「神 との触 れ合』

い」です。 それは教 える側 にも，・教 えを受

ける側 にも必要なものです。

この責任 を，熱心に， また効果的に，そ

して元気 よく果た してい くなら，イエス御

自身が語 られたあの喜び を味わ うことがで

きるでしょう。

「『凝 しと噸 嬉 んで ください・し〉な

くなった羊を見つけまし売か ら』……

、よく聞 きなさい。それ と同じように，罪

人がひ どりでも悔い改 めるなら，悔改めを

必要 としない九十九人 の正 しい人 のために

もまさる大 きい よろこびが，天にあるであ

ろう。」(ノレカ15：5-7)
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彼
ヂ

女の表情，振る舞い，書葉の中には，自分の人生と身

の回りの人々に対する苦々しい思いが見て取れました。

彼女は父親やある人々に怒りを抱いていました。

ジ竜諭盗認二霊
リオ ット姉妹は， ワー ド部 に転入 してきて

まだ 日が浅 く， どんな人なのかよ く分か り

ませんで したgそ れでも，他のワー ド部に

住んでいる彼ダ の娘や，彼女について知 っ

ている人たちか ら話 を聞いて，初めての訪

問をする前 に少 し情報 を得 ることができま

した。

エ リオ ット姉妹が住んでいたのは小 さな

アパー トで，良い隣人たちに恵 まれてい ま

した。彼女の部屋は元はひとつの寝室だっ

た部屋 を改造 した もので，専用の出入 り口

が付 いていました。物置部屋だった所 に料

理用のス トーブ と流 しを付 けて，台所 とし

て使 っていました。部屋にはかなり傷んだ

布張 りの椅子がひ とつ置いてあ り，エ リオ

ット姉妹は，寝 る時以外の時間はそ こに座

って過 ごしているのが普通で した。彼女は

外の世界に興味 を示す ことがな く， ほとん

ど外 出はせずに，閉じこもり切 りの毎 日を

送 っていました。

エ リオ ット姉妹はタバコを吸い， その上

薬漬けの生活でした。長 い間，医者か らか

な りの薬を与えられ，それ を飲み続 けてい

たのです。 そして彼女の表情，振る舞い，

言葉の中には， 自分の人生 と身の回 りの人

人 に対する苦々 しい思いが見て取れました。

彼女は父親やある人々に怒 りを抱いてい ま

した。特にひ とりの教会員 との間に不愉快

な出来事が あり・，それによって心に深 く傷

を負っていました。 そのようなわけで，彼

女の生活 には喜び というものが感 じられま

せんでした。 ライマ ン兄弟は， どうしたら

この不幸な姉妹を最 もよ く助 けることがで

きるかを，熱心に祈 り，尋ね求めました。

彼女のホームテ ィーチャー として召 されて

間もな く，ひとつの機会がやってきました。

彼女のアパ ー トの経営者が，アパー トの塗

装 をすると言 ってきたのです。それでエ リ

オッ ト姉妹 も家財道具をひ とまずテラスヘ

出してお くように求められました。ライマ

ン兄弟 とワー ド部の大祭司グループリーダ

ーが
， その荷物 の出 し入れを行 ない ました。

エリオッ ト姉妹 には家財 といってもほ とん

ど何 もな く，その貧 しい暮 らしぶ りを見 る

のはつらいことでしたが， ライマン兄弟た

ちは こうして彼女の役 に立 つことができた

のです。

ある時，エ リオ ッ ト姉妹 は家族の所 を訪

れる とい うことで数 日アパー トを留守 にし

ましたが， その問に， ライマ ン夫妻は彼女

のアパー トのあの椅子 を預 りました。枠組

はしっか りしていましたが，表張 りの布 と

詰め物は新 しく変えなければな らない状態

で した。ライマン姉妹がそれを上手 に直 し，

エ リオ ッ ト姉妹が帰 って くる前 に，彼女の

アパー トに戻 しておきました。

ライマン兄弟 は同僚 との定期的な訪問の

ほかに，夫婦で もよく訪れ，福音について

話 した り，短な祈 りをした りしました。エ

リオッ ト姉妹 もだんだん と彼 らを受 け入れ，

打ち解け，親 しみを深め合 うようにな りま

した。
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ある春 の頃，エ リオット姉妹 は手術 を受

けなければな らないことにな りました。ラ

イマン夫妻は，手術 を前にした彼女のため

に多 くの時間を取 って，電話で話 した り，

直接合 って話 した りしました。 そして，教

会，病院，買物 などへも連れて行 きました。

毎 日のように接触 を取 りました。 しばらく

の間エ リオッ ト姉妹から毎晩遅 く電話がか

か って くることが ありました。寂 しくて，

だれか話 を聞いて くれる人が欲 しかったの

です。 そして，ライマン夫妻 は何 とか彼女

の心のす きまを埋 め，助 けを与えることが

で きました。

エ リオ ッ ト姉妹が手術で入院 している問

に，ライマ ン姉妹 は休暇 を取 りましたが，

病院に電話をかけ，励 ましの言葉 をかけ，

元気付けようとしました。エ リオ ット姉妹

は神権の祝福 を受 け，主がみ守 って下 さる

という気持ちを感 じました。手術後，彼女

はタバ コをやめようと心 に決 め，事実その

通 りにしました。伝道に出る前の孫か らタ

バ コをやめるように言われていたのですが，

主の助 けと，孫 を喜 ばせたい とい う気持ち

が， それを成 し遂げさせたのです。

時間が経つにつれ，エ リオ ット姉妹 には

新 しい友人ができ，外の世界にも関心 を向

けるようにな りました。教会への出席回数

も増 え，什分の一 も納めるようにな りまし

た。ライマン兄弟は彼女の什分の一年末面

接についていった時のことを今で も覚 えて

い ます。初 め彼女は，体 の具合が悪 く，行

きた くない と言っていたのですが，ライマ

ン兄弟 に， 自動車で迎 えに行 くか ら，用意

をしておいて欲 しい と言われ ました。 しか

し，それを終 えて帰る時の彼女の顔は喜び

で輝 いていました。彼女にとって什分の一

を完納 した経験 はそれが初 めてだったので

す。

人生 に対す る彼女の態度 は大 き く変わ り

ました。苦々 しい思いは消え，謙遜 さと悔

い改 めの精神がそれに取 って替わ りました。

自分を傷つけた人々を赦せるようになり，

子供たちとの関係 も良 くな りました。彼女

自身が子供 たちに寛容 さと愛 を持 って接す

るようになった結果，子供 たちの態度や振

る舞いにも変化が出てきたのです。

エ リオッ ト姉妹 はやがて新 しいアパー ト

に移 り，部屋 をきれいに飾 り付けました。

同じアパー トの住人の中か ら新 しい友人 も

見 つけました。新 しく替わ った医者は，彼

女の薬漬 けの状態を治そうと，彼女 自身の
ち ゆ

体 にある治癒力 を用いて病気 を克服 した方

がよい と言い，薬の使用をやめさせ るよう

に しました。 この医者の熱意 と神権の権能

に よる祝福 と励 ましによって，彼女はつら

い禁断症状の期問 を乗 り切 ることがで きま

した。

新 し く生 まれ変わったエ リオッ ト姉妹 に

は，家族や友人 と共に神殿の儀式にあずか

るな ど，数々の祝福が与えられました。 ラ

イマン兄弟 はこう言っています。「彼女のホ

ームティーチャー として働 く責任が与 えら

れてきた ことに心か ら感謝 しています。私

は今 のエ リオ ッ ト姉妹 と同 じくらいに，昔

のエ リオ ッ ト姉妹 について もよく知ってい

ます。で も今では，貧 しくて，物寂しい彼

女の生活を見て，悲 しい気持 ちになるよう

なことはあ りません。今の彼女の生活は喜

びで一杯です。福音に忠実な人にもた らさ

れ る祝福があふれています。」
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今の姿
イベ ッ ト・トレー シー

私
の 父は教育 もあ り，多 くの才能 に恵

まれていた人でした。主イエス ・キ

リス トに対 して も肯定的な気持ちを持 って

い ました。 しか し，私が子供の頃か ら，父

は酒浸 りの生活で，私は酔っていない父の

顔を見たことは一度 もなかった ような気が

します。父が定職 を失った時の事 を覚えて

います。 その時，父 は数 日の間，臨時雇い

の仕事を幾つか掛 け持ちし，わずかに酒代

を稼 ぐような生活を繰 り返 してい ました。

父の深酒は私をとて も悲 しませ ました。私

は父が酒をやめられるように力 を下 さい と

何度祈 ったか分か りません。

そしてある時，その祈 りがかなえられた

のです。それは父 自身の死の4カ 月前の こ

とで した。父は完全に酒を絶ち，新 しい生

活を始 めようと努力 しました。 もう一度，

職 に就き直そうともしていました。父の死

後数カ月経 ったある夜，私 は父が何か壇の

ような所 に座 ってい るの を夢の中で見 まし

た。父は私を見る と笑 いかけました。その

顔は喜びで輝 き， とて も幸せ そうに見えま

した。父の近 くには白い着物の人が何人か

いましたが，私の知 らない人 たちでした。

その夢は私の心に深 く残 りました。地上で

あれ程無責任 な生 き方をしていた父が， ど

うしてあのような平安で幸福 な状態でい ら

れるのか私 には分か りませんでした。父は

母 と6人 の小 さな子供たちを放 っておき，

男親の義務 などひとつも果た してはいなか

ったのです。ほかの人か ら父について尋ね

られた時，私 は悪い父親だった と答 えるの

が常でした。

その後，私 は別の夢を見 ました。夢の中

で，私 は家の戸口の階段の所で父 と話 して

いました。父は酔 っていました。顔 は青ざ

め，ひ どく汚れた服 を着てい ました。私 は

どうして酒ばか り飲 んでいるのとののしり，

二度 と家 に・は戻 って来ないで と大声で言い

ました。 その時突然，別 の人が私の方にや

って来 ました。 その人 も私の父で した。 し

か し， きれいな服を着て，顔は輝 き， 目に

は安 らぎの表情 をたたえてい ました。 そし

て，別の父 を指差 してどう言 ったのです。

「この人 はかつての私の姿。今 の姿はこの

私。」

その時の私の喜びは， とて も言葉では書

い尽 くせない もので した。その夢 は最初の

夢 に対する答 えでした。私の父は死ぬ前 に，

本当に生 き方 を変 えていたのです。父はず

っと続いていた酒 との闘いに勝利 を収め，

悔い改 めていたのです。

私はその時以来，父が平安 を得て，進歩

成長 している こと， また，信仰 と悔 い改 め

こそ真の幸福 につながる道だ とい うことを

思っては，心 に喜びを覚 えることがよ くあ

ります。 どれほど深 い罪 と不幸の状態 にあ

っても，私たちは生活 を変 えることがで き

ます。救 い主の照いがそれを可能 にして く

れたのです。
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6日目の奇 跡
キャロライン・トンプソン

北
西 フロリダの小 さないなか町で過 ご

した私の子供時代 は， とてもつらい

もので した。私が6歳 の時，父が事故で失

明 しました。すでに母 を失 くしてい ました

ので，食事の準備や家事 は私の責任 にな り

ました。 それは生易 しい ものではあ りませ

んでした。で も，私 たちは何 とか耐 え抜 き

ました。私たちの家族はある教会に属 し，

私 もそこへ出席 していましたが，様々な活

動に自分 も参加 しようという気持ちはな く，

よく休んでい ました。

数年経 ち，ちょうど17歳 になった兄は一

兵卒 としてベ トナムヘ行 きました。 そして
あ

その翌年，父はまた事故 に遭い，今度は命

を落 としてしまったのです。私 も車の下 に

なった父の体を見 ましたが，自分が発狂 し

て しまうのではないか と思い ました。問 も

なく私 と姉は郡判事 に呼 ばれ，私たちを預

かって くれ る家族が見つか らない というこ

とを告げ られ ました。そうなると，行 く先

は孤児院しかありませんで したが， その前

に姉が結婚 し，私 もその後を追いかけるよ

うに，間 もな くベ ンと結婚 しました。私 た

ちが住んでいたその地方で，若い夫婦が暮

らしを立 ててい くのはとても大変な ことで
お じ

した。それで，ベンの叔父が来て， インデ

ィアナヘ来ないか と誘われた時，私たちは

その助言 に従いました。 しか し，インディ

アナで も，幸せ とは縁の遠い毎 日が長 く続

きました。故郷 を1600キ ロ も遠 く離れた私

たちにとって，そこはまった くの異郷の地

で した。

そのような精神状態でいた時に，姉から

手紙があ りました。 そして，子供がで きた

とい うことを知 らされ，私 はとて も驚 きま

した。私 は前から絶対に子供は作 らないと

決めてい ました。私 は人生 をとて も悲観的

に見 ていて， 自分が育 ってきたような世界

に，子供 を生 まれ さすことは した くないと

い う気持 ちで した。 しか し，間もな く私は

心の中に何か訳 の分からない痛みを感 じ始

めるようにな りました。私は何か， これだ

けは自分 のも4)と 言えるものを求め，それ

にすが りたい と思 っていたのです。 そして

私はついに自分の考 えを変え，思 い切 って子

供 を作ろ うと思 いました。 まだ恐れがあっ

て確信は持て ませんでしたが，わずかに期

待感の ような もの もありました。

妊娠期間中のほとんど，ひ どいつわ りが

続 き，私 は時々， 自分の決定が正 しかった

のかどうか疑いました。 しか し，看護婦か

ら自分の子供を初めて抱かされた時，疑い

はすべて消 え去 りました。私たちはその子

にビル と名付けました。 とて もかわいい子

供 で，目に入れて も痛 くない とい う言葉の

意味が よく分か りました。 ビルは私の生活

のすべてにな りました。一部ではな く，す

べてで した。私 はビルのためにだけ生きま
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した。私 にはベンがいましたが，今にして

思えば， ビルが誕生する以前 に体験 した様

様な出来事によって，私の心の中には何か

漠然とした無常観の ような ものがで き上が

っていたのです。(も っとも，それは何の根

拠 もないもので した)し か し，、ビルに対す
じ

る確信は絶対的で した。 ビルは私が生んだ

子供だづたか らです。

暮 らし向きも次第に良 くな り， トレ!一ラ

ー式の移動住宅 を買 えるまでにな りました。

ある時私たちは幸運に も，一軒の末 日聖徒

の家に隣合わせた所へ移 り住 みました。彼

らはとて も親切で，一緒 に教会へ行 こうと

何度 も誘われ ました。私 は，子供 には神 の

ことを知って欲 しい と考 えていたので，彼

らが，私たちが色 よい返事 をするまで誘 い

続 けて くれた ことを嬉 しく思いました。

私たちが最初 に出席 した集会は，断食証

会で した。私はその初めての体験に少 し戸

惑 いましたが，ベ ンはそうではありません

で した。ベンはす ぐに心を動かされました。

続 く2週 問で私たちは宣教師から2回 レッ

スンを受けました。そして，1970年2月28

日， さ らに3度 のレッス ンを受 けて，面接

を受け，その 日の夜 にバプテスマを受 けま

した。

それか ら6日 経 った3月6日 ， ビルの体
こんすい

に異常が起 きました。昏睡状態にな り，病

院へ運ばれ ましたが，医者にも手の施 しよ1

うがあ りませんでした。 ビルは死 にかけて

いま・したQ

あの恐 ろしい 日の ことは一生忘れる こと

ができませ、ん。その前 日は とて もうららか

な日でした。太陽 は心地 よい光を注 ぎ，す

べてが 自分たちのためにあるように思 えま

した。私たちにはすべての ものがありまし

た。安 らぎ，健康，愛，そ して教会。それ
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らは私の子供時代 にはなかった ものばか り

で した。1ビルがち ょうど1年7カ 月を迎 え

た頃で・その晩はビルの祖母のために誕生

パーティーを開 きました。 ビルは とて も楽

しそうで，ひ とりでは しゃぎまわっていま

した。 ところがその翌朝早 く，私 はビルの

おか しな泣 き声に目を覚 まされ ました。 ビ

ルを寝かせておいた部屋 に行 くと，火が付

いた ように泣 いていました。皮膚が黒ずん

でい ました。 そして口から泡 を吹いていま

した。体 に触 るととて も熱 く，毛布 にくる

んでか ら抱 き上げたほ どでした。

私たちは病院へ駆 け込 みました。医者 は

診察 を行 ない，何 とか ビル を助 けようとし

ていましたが，私 たちにで きるのは，ただ

待 つことだけでした。そうしている内に医

者が来て，私たちはビルの体温が42度 以上

もあること，そして，その原 因が まった く

つかめないことを伝 えられ ました。 その医

者は州で一番優れてい るとい う小児科医 を

呼びました。 しか し，その医者 にもまった

く原因が分か りませんでした。 その朝 もだ

いぶ過 ぎた頃，彼は私たちを呼び，手の施

しようがない ことと，熱が一向に下が る気

配がないことを話 しました。その ままいけ

ば， ビルは死 ぬしかあ りませんで した。そ

れからの2時 間にどのような ことがあった

のか，はっきりと思い出すことはできま量

んが，子供の頃のあの寂 しい気持 ちが よみ

がえってきた ことは今で も覚 えています。

ベンはだれかに呼び出されて話 をしてい

ました。私 はまった くひ とりきりの状態で

した。 それで，友人に電話 をかけ， ビルの

命が もう2，3時 間 しかないことを告げま

した。受話器 を置いてか ら，私はビルが置

かれていた部屋へ行 きました。 とて も小 さ

く，かわいいビルで したが，少 しも体 を動



かしませんでした。

私は感覚 をまった く失 ったような状態で，

ビルのベ ッドの横 に座 りました。 そうしで

いる内に，何 とも表現 しようもない安 らか

な感情が心の中に湧いて きました。私がほ

かにその ような素晴 らしい気持ちを味わ っ

たのは，主の神殿で永遠の結び固めを受 け

た時だけです。それは とて も力強いもので，

私 は荘然 として体が震えるような気が しま

した。 それから前を向 くと， ドアの所にひ

とりの人が立 っているのが見 えました。 そ

れは私たちのワー ド部のある大祭司の兄弟

でした。私は彼の名前は知 りませんで した

が，彼がなぜ そこにいるのか分か りました。
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私はベ ッ ドからビルを抱 き上げました。私

が体 に触れるとビルは目を覚 まし，一瞬私

の顔 を見て，笑みを浮かべました。

戸口にいた兄弟が こう言いました。「私は
かん ゆ

ウォルターズ兄弟です。その子に灌油の儀

式 を施す ようにと主から命 じられて来 まし

た。」ビルは隔離 されていたので，看護婦が

一度にひとりの人 しか入室させなかったの

です。それでウォル ターズ兄弟は同僚 を廊

下 に残 し，ひとりで来ざるを得なかったの

です。彼 はビルの頭 に油 を注いでか ら，祝

福の言葉 を述べ ました。 それは，ビルの健

康 と力が よみが えり，その 日の内に元の体

になるとい う祝福で した。

それか ら間 もな く，医者がや って来て1

枚 の紙 に私のサインを求 めました。それは

ビルの死亡を確認する書類で した。私がそ

れを拒 む と，彼 はまた後 で来るか らと言 っ

て部屋を出て行 きました。それか ら10分 後，

頭 を上げた私 の目に映ったのは，ベ ッドの

上 に座 っているビルの姿で した。完全に良

くなっていました。 ビルは病気の ことなど

何 もなかった ような顔 をして，ベ ッドをは

い下 り，精一杯足を動か しなが ら，いつ も

とまった く変わらない早 さで，廊下へ出て

行 きました。そして医者 の所へ行 き，その

足にまとわりつきました。いつもは冷静な
あぜ ん

その医者 も，唖然 として ビルを見ていまし

た。 それか ら， ビルを抱 き上げると，大声

で涙 と笑 いで顔 を くしゃくしゃにしなが ら，

廊下 を私 の方へ向かって走 って来 ました。

彼は私に こう言い ました。「奇跡ですよ。」

私 もそれに うなずきました。

ウォルターズ兄弟 にビルに灌油の儀式 を

するよう言 ったのがだれかは今 も分か りま

せんが，確かなことがひ とつあ ります。彼

は神か ら遣わされたのです。
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私
たちのような老人 に，伝道 などとは

思いも寄 らない ことでした。夫 と私

はとうに第一線 を退いた生活 をしてい まし

た。大会の席上，スペ ンサー ・W・ キンボ

ール大管長か ら年配の夫婦 も伝道に出 るべ

きだ との言葉があった時は，大管長が何か

私たち夫婦 に目を向けているように感 じら

れてな りませんで した。(『より高い地点に

向かって前進 しよう』「聖徒の道」1979年10

月号，pp.116-20参 照)

私 たちに とって，その決心をするのは決

して簡単な ことではありませんで した。 と

ころが，話 は結局そ うい うことにな り，気

がついた時 には，監督やステーキ部長 との

面接 というところまで きてい ました。 まだ

伝道地へ行かない内か ら，私たち夫婦 はい

ろいろな祝福 と驚 きを経験 しました。

別 に借家の広告を出したわけで もないの

に，突然ひ と組の夫婦が玄関口に現われ，

大 きな家を捜 しているのですが と言って き

ました。話 を聞 くと， その人たちは不動産

屋へ電話をするつもりが， なぜか違 う番号

の所へかけて しまったのだそうです。 とこ

ろが， その間違 い電話の相手が， 自分 は貸

家は扱 っていないが，近 く伝道に出る夫婦

がいるか ら，そ こな ら貸 してもらえるかも

サ

茅
寧
が

嘉

亥

私
彦
う

髪
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知れない と言い，私 たちの住所 を教 えて く

れた とい うのです。

伝道地が ワシン トン ・シア トル伝道部に

決 まった と知 らされた時，私たちは とて も

喜びました。そこは，かつて私 たちの長男

が伝道 した所だったのです。ですか ら， よ

く知 っている場所へ行 くような気が しまし

た。

それか ら何カ月か経 って，私 たちは監督

長老 の面接 を受 け，その中で，伝道地へ来

てか らどのように証が強 まってきたかを聞
あらわ ロ

かれ ました。私 はみたまの顕れの強さに驚

いていると答えました。確かにそれ までに

も，教会の責任や毎 日の仕事 を果た してい

く中で，導 き，霊感，個人的な啓示などを

受けてい ました。 しかし求道者 を前にして，

この福音が真実であることを証 した時に感

じた力は，何 と説明 していいのか分からな

いほ ど素晴 らしいもので した。私たちは，

長い間荒 くれ男に混 じって仕事 をしていた

人や，よほ どの ことがない限 り満足にお祈

りな どしたことがないといった人々が，ひ

ざまずいて，恵み深い天父に自分の心 を打

ち明ける姿を見ました。そして， その人た

ちは自分の生活を変えていったのです。

私たちは種 を蒔 くことはしましたが，刈

り入れについてはすべて主にお任せ しまし

た。 この教会の会員を奥 さんに持つ，ある

若い男性がいました。彼 もレッスンを受 け

ることにな りました。最初 のレッスンは と

ても喜 んで受 けて くれました。 ところが，

2度 目の約束の前 に，突然彼 はこの世 の執

着心 にとらわれ，私たちに二度 と来ないで

欲 しい と言って きたのです。

私たちは祈 りました。 そして，す ぐにで

はないが， また彼 を訪ねなければならない

と強 く感 じました。その後 も，主の導 きを
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求め続 けました。そ して3週 間後，私たち

は次 の水曜 日に彼 を訪問すべ きだ とbう み

た まの確認 を感 じました。 それか ら，その

日のいつ頃訪問した らよいかを尋ねて祈 り，

再びみた まの力を感 じました。水曜 日の朝

が適切でない ということは分か りました。

それで午後 に，私たちはもう一度祈 りまし

た。すると，「今」と心 に強 く迫 る答 えが返

って きました。

私 たち夫婦は急いでアパー トを出ました。

でも私 は途中ある店に立ち寄 り， フィルム

の現像 を頼み ました。 フィルムをカウンタ

ーに置いてい る時 に，何かに追 い立 てられ

るよ うな気持 ちを覚 えま した。心 の中 に

「今」 という言葉が何度 も響 き
，みた まが

私 を怒 ってい るかのように感 じました。私

は追 い立てられるようにしてその店 を出，

自動車 に乗 り込 みました。3分 後，私たち

は彼 の家に着 きました。彼 はその時モルモ

ン経 を読みなが ら，私たちの ことを考えて

いたそうです。話 し合 ってい くにつれ，彼

はまたレッスンを受けたい という気持ちに

な りました。

素晴 らしい長老や姉妹たちに巡 り会 えた

のも大 きな喜びでした。ある宣教師の言葉

を聞いてとても感動 したことがあ ります。

彼 は別 の所へ転任す ることになっていまし

た。その彼が こう言ったのです。「私は赴任

先の支部 に夫婦で伝道 していらっしゃる方

がいるか調べ てみたんですが，いない との

ことでした。 とて も残念です。」彼 は本 当に

がっか りした様子でした。

キンボール大管長のメ ッセージ と，それ

が私たちに与 えて くれた影響力に感謝 して

います。皆さんは夫婦で伝道 に出るって ど

んなことだ と思いますか。それはうれ しい

驚 きに満ちた素晴 らしい時間です。
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宣教師たちのいる教会へ向かう道筋の

最後の角を曲がった時，前に進あのを

防げようとする強い力を感じました。

私
はフランスのノルマンディーのある

小 さな港町で子供時代を過 ごしまし

たが，その頃に，アメリカの植民について

書いた 「西部」 という本 を読んだ ことを覚

えてい ます。 その本 には，手押 し車 に荷 を

載せて平原を横断したモルモンの開拓者た

ちの信仰 と勇気が描かれていました。私 は

波止場 で魚を一杯積んだ手押 し車 を動かし

ている人たちを見 たことはあ りましたが，

1台 の木製 の車を4，5人 がか りで動かし

ているような場合 もあ りました。 そして，

その本 を読 んで以来，私はモルモンの開拓

者たちを尊敬 していました。

しか し，モルモンの若いふた りの宣教師

が我が家に来 るなどということは，想像 も

していませ んで した。 それは，我が家が南

フランスヘ移った後，私が高校在学中の こ

とで した。 そのモルモンの宣教師たちは，

どこか ら見て も開拓者 には見えませんで し

た。髪 は短 く切 り1ひ げもきれい にそって

い ました。 その上，スーツ とネクタイとい

ういでたちです。宣教師たちは私に，彼 ら

の集会場 に来て，英語のクラスに出てみな

いか と誘 いかけて きました。私 は両親 の許

可をもらい，出席することにしました。

間もな く，私はその宣教師たち も，肉体

的な力だけでな く，霊的な力において も優

れた人々であるということを知 らされ まし

た。宣教師たちはよ く我が家 を訪 れて きま

した。私の両親 は初 めか ら社交的な付 き合

い と割 り切 って考えてい ましたが，私は彼

らの教会の ことをいろいろ質問 し，その答

えに熱心 に耳を傾 けました。

私の母 はカ トリック教徒で，父はユダヤ

教徒で した。ふた りはいつ も私 に，正 しい

生活 をし，祈 り，神 を信 じるように言って

いました。 しか し，私にはその宣教師たち

は神 を知 ってい るのではないか とさえ思え

ました。私 は両親 と話 し合うている彼 らの

言葉を聞いて，少 しずつ知識 を蓄 え，時 と

ともに理解 を深めてい きました。友人のだ

れかが宣教師 をばかに した り，教会をけな

した りした時は， むきになうてかばいまし

た。当時の私が，完全 な理解 を得ていた と

は思いませ んが，宣教師たちは真理を語っ

ているのだ とい う確信 はあ りました。

私の高校時代，何組 もの宣教師が入れ替

わ り立 ち替わ りや ってきました。両親はい

つ も愛想よ く迎 えていましたが，教会には

関心 を示 しませんで した。か といって，自

分から彼 らの話 し合 いに加わるには，私 は

まだ若過 ぎました。そして，様々な教会の

教 えの中をさまよいました。私たちはやが

て，二一スか らカンヌヘ引 っ越 し，宣教師

たちとの接触 も途絶 えました。

当時私 は内面的に非常に苦 しい時期にい

ましたが， しばらくして，再び主を祈 り求

めるようになっていました。そして，すべ
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てを主にゆだねなけれ ばならないというこ

とを理解 しました。私 は心 に熱いものを感

じ， 自分 を知 り，愛 し，見守 って下 さる永

遠の御父の存在を強 く確信 したのです。そ

れから問もな く，私は郵便局へ手紙 を出し

に行 った時に，ふた りの宣教師 を見つけま

レた。私 は彼 らに駆け寄 り庫した。私 は「あ

なた方 は宣教師 じあありませんか」 と大声

で言い，天父に対 して持 っていた素晴 らし

い気持 ちを語 りました。彼 らにすべてを理

解 し，ひとりの宣教師 はこう言 いました。

「それは聖霊があなたに真理を話 したので

す。」

その言葉 は私を感動 させ ました。それ ま

でにも自分 の体験や，頭の中で考 えていた

こと，霊的な証を話 したことはあ りました

が，理解 して くれた人 はい ませんで した。

しかし，その宣教師たちは，私の話の一つ

一つを
，よく理解 して くれたのです。私た

ちは長い時間話 し合い ました。

私は間 もな く兵役 に就 くことになってい

ましたが，宣教師や会員たちの側にいたい

とい う気持 ちが日増 しに強 くなっていきま

した。福音 の新 しい原則を学ぶ度 に，それ

を生活の中に取 り入れていきました。兵役

に就 く直前に，ひとりの長老か らこう言わ

れ ました。「あなたの生活はモルモン的です

ね。で もあなたはバプテスマを受 けないで，

完全 な人間になろうとしています。それ は

間違 いです よ。Fあなたが完全 になれ るよう

に助 けるのが教会 なんです。」宣教師た ち

は，私には証が ある と言 って くれ ましたが，

私 は自信が持てませ んで した。

軍隊生活の中で は，時間に恵 まれ，私は

教会に対する自分の気持ちについて深 く考

えました。私が配置 されていた所 はブ リア

ンソンで，近 くに教会 の支部 はあ りませ ん

でした。 しかし私 は，それ まで に学んでい

たことを心に留め，信仰の種 を養い育てて

いました。

除隊にな った時，大 きな決断を迫 られ ま

した。私 は以前か ら， ノルマ ンディー出身

の親友 とアメリカ旅行 を計画 し，その費用

の準備 も終 えていました。 ところが，彼の

方の準備が整 っていなかったのです。 自分

ひとりでで も行 くか どうか決めなければな

りませ んで した。私はノルマンディーへ帰

り，浜辺 を歩 きなが ら考 えました。

その時，だれか私の心の中のつぶや きを

聞 くことのできた人がいた ら，私が その時

すでに心の中に証 を育 んでいたことが分か

った ことで しょう。「ここでの生活は素晴 ら

しい。家族 も友人 もいる。 自分 に対する自

信 もある。それ に， こんな美 しい所 はほか

にない。で も， もし行かなかったらどうな

るだろう。福音 を学 び，本 当に証 を得 る機

会を無 くしぞ しまうかも知れない。昔か ら

の夢だ ったこの旅行 をあきらめることはで

きて も，主 の教会 をもっとよ く知 るチャン

スを捨ててしまっていいのだろうか。」

アメ リカで私は多 くの教会員 と親 しくな

る機会 に恵まれ ました。やがて私は，自分

には証がある と思えるようになりました。

心の中で考える度に，聖霊の光が注がれ，

疑 いが晴れてい くのを感 じたあの素晴 らし

い気持ちは忘れ ることができません。私 は
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なぜ一夫多妻が行なわれたのか理解 できな

いでいましたがデ コロラドとユタの間 をバ

スで走っている時に，一夫多妻 を行 なった

人々 を啓示の中で見 ました。それは視覚的

な ものではな く，霊的な澗察 というべ きも

のでした。 そして，なぜ多妻結婚が清い こ

ととされたのかを理解 し， それが神 から与

えられた ものである ことを悟 りました。 こ

のような疑問の解明が，アメリカを旅する

間に次か ら次 とありました。

私 は最後 にワシン トン州のシア トルに近

い島々を幾つか訪れ，小さなアパー トで，

10日 問にわたってモルモ ン経を勉強 しまし

た。 そして証は大 きくな りました。 フラン

スヘ帰 る時が来た時，私は心の中で， 自分

はバ プテスマを受 けるだろうと思い ました。

フランスヘ帰 って数 日後，宣教師か らあ

る人 のレッスンを手伝 って欲 しいと頼 まれ

ました。その求道者 は科学 を勉強 している

学生 で，以前私が頭 を悩 ませた とまった く

同 じ疑問を幾つか抱えていました。私は ど

の ように してそれ らの答えを得 たかを説明

しました。 レッスンを終えて別れ る時，彼

は納得 した様子で， うれ しそうな顔 をして

いました。

2，3日 して，宣教師から電話があ り，

彼がバプテスマを受 けることになったと聞

か され ました。 その時私は自分 に問い掛け

ました。「お前は この ことをどう思 うんだ。

人がバプテスマを受 ける手伝いはしても，

自分 は前 と同 じままだ。こ んな状態はもう

これで十分 じゃないのか。」私は証は持 って

いる と思っていました。でも断食 し，祈 り

ました。その夜 は一睡 もせずに， この証に

対する確認 を下 さい と，主 に祈 り求めまし

た。 そして翌朝早 く，ついに，安 らかな心

地よい気持ちで一杯 に満たされたのです。

長老たちにバプテスマの準備がで きた と告

げるべ き時が来たので した。

宣教師たちのいる教会へ向かう道筋の最

後の角を曲がった時，前に進むのを妨げよ

うとする強い力 を感 じました。・それは，風

速100キ ロの風 に向か って歩いているよう

な感 じで した。前にそのような強い風を経

験 した ことはあ りましたが，それ よりも強

い もので した。 それはただの風ではな く，

霊の力で した。私は もう少 しで，前進する

のをやめ，戻ろうとするところで した。そ

の力 は私にすべての ことを疑わせ ようとし

ていました。 しか し私は最後に こう言いま

した。「いや，そんな ことはないb私 は神が

お られ ることを知 っている。」心 の奥深 くに

その真理を強 く感 じました。私 には，主が

自分 のために戦 って下 さるとい う確信があ

りました。

着 いた教会はご く普通の建物で したが，

私は ドアを開けるのに， 自分の力をすべて

振 り絞 らなければな りませ んで した。中へ

入 る と幾人か会員がいて，私は彼 らが発す

るスピリットを感 じました。そ して，あの

敵対す る力 は打 ち癖 かれて，消え去 ったの

です。私は再びあの安 らかな気持ちを感じ

ました。そしてそれから数 日経 ち.バ プテ

スマ と確誌 の儀式 を受 けた時は， さらに強

くそれを感 じました。 ・

聖徒の道/1983年10月 号 29



麟蒙羅 騨 論藩醤魏難 辮論･ 群』㎜ 翻囲遡

輸

㌻

㌧
..

∴

駄
眠蝋穐

謡
欝
轟

聾
騨

拶

七十人第一定員会会長会

デ ィー ン･L･ラ ー セン

ン ㍗ へ η ℃ 髭 η

一 甥 撫!
､藩 あ 嫌 協･一
撚 老暗ノ 巧

㌦:無 鑑･翫眠

バ へ れ ぜ ボ い ド か

ゼ 繊 織 翻 殴

諜,沸.

畿鞠ぴ 駿

噸
轟

噸
謹

鋤難

説

..

　
　

ゑ
も

　
ゆ

轟

　鱒
じ



私
はユタの北 の方にある，ハ イラムと

いう小 さな町で育 ちました。ハイラ

ム という町の名は，予言者ジ ョセフ ・ス ミ

スの兄，ハイラム ・ス ミスにちなんでつけ

た ものでした。当時の人 口は1500人 くらい

でした。辺ぴな所 とい うこともあって，我

が家には牛や馬 を入れる家畜小屋，牧草地，

広 い庭 などを初め，ほかにもいなかの生活に

欠 かせないものがそろっていて，家族 の食料

はほとんど自給で きました。学校の教師を

していた父のわずかな給料で生活 していか

なければならなか った9人 家族の我が家は，

それで随分家計 を助 けられました。私たち

はや りくりをしなが ら，何 とか毎 日の生活

をしていました。

我が家の貯蔵食の中には，秋 も深 まる10

月 の頃 には父や兄たちが とってきた鹿の肉

が入っているのが普通で した。我が家 にと

って鹿狩 りは，貯蔵用の肉が手に入る とい

うだけでな く，胸躍る楽 しい機会で もあり，

とて も大切 なもので した。時 には女の子 ま

で入れて，大人 も子供 も一緒 になって山へ

行 き，何 日か キャンプをしたものです。年

に一度の とても楽 しい経験 でした。今では

私 も年 をとって，鹿狩 りへの熱い気持 ちも

さめていますが， それで も，落ちたばか り

の木の葉の臭いや，すがすが しい空気 の中

で，家族や親 しい人々 と山の中で過 ごした

あの頃の ことは，最 も素晴 らしい思い出と

して よみがえってきます。私たちにとって，

それは本当に大切 な時間で した。

私は結婚 し，ワイオ ミング州の ビッグホ

ーン ・べ一スンで教職生活を始めてか らも，

毎年秋 には山へ鹿狩 りに行 きました。育 ち

盛 りの子供を抱えてい ましたので，冬 の間

の貯蔵用 として，鹿の肉はとて も助けにな

りました。 ワイオ ミングの山岳地帯は，私

が少年時代を送 ったユタのそれ と比べると，

まだ まだ未開で，広大でした。私 もそうで

したが，大 自然の中で動 き回るのが好きな

人 にとって，ワイオ ミングの山々は本当に

素晴 らしい所 でした。

私 はこのワイオ ミングで，ある年の猟の

季節 に，ひとつの経験 をしました。その経

験 の中で私 は大 きな教訓を得，今 に至るま

でそれ を忘れたことがあ りません。 その年

の気候は例年 とは大分違い，普通なら9月

末には山々の峰を白く染める初雪が，なか

なか降 ってきませんでした。猟の季節が始

まる10月 半ばまで暖かい 日が続きました。

それで，鹿た ちが 山の高い所へ とどまった

ままで， まった くハ ンターたちの前に姿を

見せ ませんで した。

それで もようや く， その季節の終わ りに

は雪が降 り始 めました。鹿狩 りの最後のチ

ャンス と，私 はある友人 とモンタナ とワイ

オ ミ，ングの境 に近 いビッグホー ン山脈へ一

緒 に行 く計画 を立 てました。 リトル ビッグ

ホー ン川の水源地帯がある海抜2800メ ー ト

ルのあた りまでは，その友人の 自動車で進

みました。新雪が50セ ンチ くらい積 もって

いました。私たちは東の方の屋根 の上 に朝

日が見 え出 した頃に狩 りを始 めました。私

と友人 とは違 ったルー トを取 ることにし，

かなり離れた山のある地点を，後で落 ち合

う場所 に決めてお きました。

私は自動車 を置 いた所の近 くを流れる川

を渡 り，反対側の斜面の木立 ちの中に入っ

ていった時，新雪 の中に何かの新 しい足跡

を見つけました。 それは熊の足跡 でした。
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しか もかな り大 きな足跡で私 は驚 きました。

ワイオ ミングの山岳地帯 に熊 は珍 しくはあ

りませ ん。非常 に数が多 く,撃 って も法に

違反することはあ りませ んでした。 しか し,

ビッグホーン山脈 に熊が出ることはあまり

な く,私 はその新 しい足跡 との突然の遭遇

に,何 や ら食指 を刺激されるのを感 じまし

た。私 はそれ までに熊を撃った ことはあり

ませんで した し,撃 とうと思 ったこともあ

りませんでした。熊の肉はとて も口に合 う

代物ではなかった と思います。

さらに100メ ー トル近 く進む と,踏 み散 ら

された雪の中に血の跡 と鹿の毛が見えまし

た。 その朝その場所で,熊 が鹿 を殺 した こ

とは明 らかでした。熊がやぶの中を通って,

鹿の死骸 を松林 の中で引 きすった跡があ り,

後 をつけるのは楽で した。松林 に入ると,

そ の鹿が見えました。頭 と角が倒れた木の

枝に引っかかていました。熊はそれをはず

そ うとはせずに,そ の場所 を立 ち去 ってい

ました。おそらく,私 が近づいてくるのを

察知 しての ことだったと思い ます。

私はさらに熊の後を追い,険 しい斜面 に

なっている所 を登 りました。背の低い木が

密接 していて,進 むのが大変でした。銃 を

つ り皮で肩に下 げ,は いつ くばるような格

熊を銃で撃ち,傷 を負わせ

たハンクーの話を読んだこ

とがあります。ところがそ

の巨大な動物は怒り狂って

ハンターに襲いかかり,彼

に深手を負わせました。結

局,そ のために両足を切断

しなければならなくなった

のです。
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うに思 えたので す。 しか し，自分の身 と

霊 に危険 が及ぶ恐 れの あ る場合 は，必ず

ワイオ ミングのあの山の時 と同じ感 じや警

告 を受 けて きました。それ らすべてが，あ

の リトルビッグホーンの斜面 で経験 した時

ほどに強烈だったわけではあ りませ んが，

非常にはっきりとしていて， とて も無視す
ひ ゆ

ることはできませんで した。比喩的な言い

方 をす ると，「熊の足跡」を見つけた時は，

必ず，心にしみ通 るような警告のサインが

ないかどうかチェックするのが賢明です。

そのサインによって多 くの苦 しみや障害か

ら逃れることがで きるのです。

これか ら成長 し，世の中へ出てい く若人

は，数多 くの 「熊の足跡」 に出会い，俗的

な刺激や快楽のやぶの中へ誘われ ることが

あるでしょう。誘惑は実に様々な形を取 っ

て現われ ます。最初はそう有害に見えない

ものもあ ります。 また，あ りとあらゆる場

で誘いをかけて きます。家庭 という神聖な

場所ですら例外ではあ りません。新聞，雑

誌，小説の中に現われることもあ ります。

さし絵や写真な どを用いた写実的な形 をと

るもの もあります。あるものは音楽 を通 し

て私たちの思考や感覚の中に入 り込んでき

ます。 またほか にも，テレビや映画な どあ

らゆる最新の電子技術 を駆使 して迫 るもの

もあ ります。私たちは時々，人 との交わ り

の中で不注意に，不道徳 な行ないへ と通 じ

ている 「熊の足跡」を追 うことがあ ります。

「熊の足跡」を追って，薬剤乱用 という悪

夢の ような世界へ入 り込んでいる人がた く

さんいます。

何年か前 のこと，大 きな獲物 を狙って，

友人 と連れだ ってモ ンタナ州の森林地帯へ

入っていった人 の物語 を読 んだ ことがあり

ます。ふた りはかな り接近 した位置で一頭

の灰色熊 に出 くわ しました。ひ とりが銃を

撃 ち，熊 に傷 を負わせ ました。 その巨大な

動物は怒 り狂 ってふた りに向かってきまし

た。すると，恐怖心に駆 られたひ とりは死に

もの狂 いで，近 くに生 えていた一本 の小さ

な木の下の方の枝に登 りました。で もその

木は彼の体重を支 え，熊の恐ろ しい爪 と牙

か ら守れるほどには，太 くも高 くもあ りま

せんで した。 もうひ とりが熊を撃 ち殺す前

に，彼は深手を負わされ，結局，両足 を切

断 しなけれ ばな らな くなってしまいました。

先 に私が比喩的 に述べた 「熊の足跡」 を

追いか けてい る人 は， その先 には必ず危険

が待ちうけていることを覚 えておかなけれ

ばな りませ ん。それ らの中には，霊性や信

仰の破滅を もた らす ものもあ ります。 また

真の幸福， 自尊心 に深手 を追わせるものも

あ ります。 それから立 ち直るのは容易なこ

とではありません。私 は 「熊の足跡」の向

こうにある危険を避 けるには，その跡 を追

わないようにす るのが一番 ということを学

びました。聖霊のささやきを通 して与 えら

れる警告のサイ ンに従い，身の安全 をはか

り，天父が柔順な人 に約束 されたみ守 りの

力を得 ることができる危険のない所 まで逃

げて下 さい。

そうするな ら，「熊の足跡」を追いか けて

得 られるどんなスリルや興奮 よりも大切な，

心の平安 を得ることがで きます。 また私た

ちは，神 のあらゆる祝福を受ける資格があ

るとい う確信を もって，永遠の幸福への道

を歩 み続 けることができます。私たちを傷

つけ，行 く手をはば もうとす る諸々の力か

ら身を守るには，その神の祝福が必要なの

です。
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主のともしび

ています。」

彼は反論 してきました。「そんなこと分か

るはずないで しょう。一体全体 だれに分か

るというんですか。分か るはずが ありませ

んよ。」私が どうして も折れない と見て とる

と，弁護士だ というその無神論者 は，証 と

い うテーマに関 して決定的な意味 を持つと

思われる質問 をしてきました。彼 は人を見

下すよ うな態度で こう言い ました。「まあい

いでしょう。 それでは， あなたは知 ってい

ると言 うが，一体 どういうふ うに知 ってい

るのか説明 してもらい ましょうか。」

私は学位 も取得 していましたが，いざ説

明 しようとすると，何 と表現 して よいのか

.途方に暮れて しまい、ました。

冷笑家，懐疑論者の質問すべて に答 える

ことがで きずにさげす まれ，当惑する宣教
あざけ

師がいます。その ような嘲 りを受 け， うづ

むいて恥 じ入 る人 もいます。(鉄 の棒，大 き

な建物，人々の嘲 りを思い起 こして下 さい。

〔1二 一フ ァイ8：28〕)

私 が 「みた ま」「証」な どの言葉 を使 う

と，その無神論者 は 「何を言 っているのか

さっぱ り分か りません」 と答 えてきました。

「祈 り」「識別 の賜」「信仰」 などの言葉 も

彼には何の価値のない ものでした。彼が こ

う言い ました。「いいですか。あなたは本当

は分かっていないんですよ。 もし分かって

いるなら説明で きるはずじゃないですか。」

私は彼 に対す る証が まずかったのでは と

思い， どうしたらよいのか当惑 してしまい

ました。その時です。何かが私の心の中に

注がれ ました。 ここで予言者ジ ョセフ ・ス

ミスの言葉 を引用 したい と思います。「人 は

啓示のみたまの最初の ささや きを自覚 した
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だ けで祝福 を受ける。例 えば聖い知識が心

に流れ込むの を感 じた時，あなた方の心 に

はいろい ろな考えが閃光のように次か ら次

へ と浮かんで くるだろ う。そしてそれが そ

の日のうちに，あるいは間 もな く実現する

のである。すなわち神のみた まによ りあな

た方の心 に示 された事柄 はその通 りになる。

そして神のみた まが どのようなものか を知

り，理解する時，あなた方は啓示の原則 を

自分の もの として進歩 し，やがてイエス ・

キ リス トにあ って完全 な者 とな るで あろ

う。」(7セ`z6h勿zgs(～プ オh6P70カh6渉 ∫os召力h

S郷露h，p。151)

その ような考 えが頭にひらめき，私 は彼

に言い ました。「それでは私 にも質問させて

下 さい。あなたは塩が どのような味か を知

ってい ますか。」

「当た り前です よ。」

「一番最後 に塩 を口にしたのはいつです

か。」

「さっき機内食で味わった ばか りです。」

「それなら，塩の味が どんな ものか本当

に知 っているのですね。」

「塩の味だ けじゃない
，何で も知 ってい

ますよ。」

「あなたに塩 と砂糖 を一杯ずつ与 えて，

両方をなめてもらうとします。塩 と砂糖の

味の違 いを説明できますか。」

「随分子供 じみたことを言いますね。 当

た り前でしょう。塩の味 くらい分か ります

よ。塩 をなめたことがない人 なんてどこに

いるんですか。常識ですよ。J

「それでは，私が一度 も塩 をなめた こと

がない と仮定して， それが どんな味か説明

して下 さい。」



彼 はち ょっと考 えた後で， 口ごも りなが

らこう言いました。「甘 くもない，す っぱ く

もない。」

「それで はどういう味でないか を言 って

いるだけで， どういう味なのかの説明 には

なっていませんよ。」

何回か口で説明 しようとしましたが，で

きるはずがあ りませんでした。塩の味 とい

うようなご く当た り前の ことなのに，彼は

言葉だけでは説明で きなかったのです。私

はもう一度彼に証 し，こう言い ました。「私

は神がお られる ことを知 ってい ます。あな
あざけ

たは この証 を嘲 り， もし分かってい るなら，

どう分かっているのかちゃんと口で言える

はずだ と言い まレた。霊的なたとえ方をす

ると，私は塩の味を知 っています。私 はこ

の知識が どのように して与 えられたかを言

葉では説明できませんで したが，それ はあ

なたが塩の味を説明で きないの と同じこと

です。 しか し， もう一度 申し上 げてお きま

すが，神 は実在の御方です。生 きてお られ

るのです。自分が知 らないからという理由

だけで，私 まで知 らないな どと言わないで

下 さい。私 は知っているのですから。」

別れ際に彼はつぶや くように言 いました。

「私はあなたが信 じているような宗教 に頼

らな くて もやっていけます。そんなものは

必要あ りませんよ。」

それ以後，私 は自分が知 っている霊的な

事柄 を言葉だけで説明できない場合 でも，

まごついた り，恥 じ入 った りした ことは一

度 もあ りませ ん。使徒パ ウロはその ことを

次 のように言 っています。

「この賜物 について語 るに も
，わた した

ちは人間の知恵が教 える言葉 を用いないで，

聖徒の道/1983年10月 号

み たま

御霊の教える言葉 を用い，霊によって霊の

ことを解釈するのである。

生れなが らの人は，神の御霊の賜物を受

けいれない。それは彼には愚かなものだか

らである。 また，御霊によっ.て判断される

べ きであるか ら，彼 はそれ を理解す ること

がで きない。」(1コ リン ト2：，13-14)

言 葉 だけ に頼 らな いで

霊的な知識 を言葉だけで説明することは

できません。 しかし，みた まを受 けるには

どう備 えた らいいか ということは，言葉で

も説明で きます。みたまは私た ちに助 けを

与 えて くれます。.「それは，人が聖霊の力で

語る ときには，聖霊が その話を人の心の中
し

に浸みこませるか らである。、」(II二 一 ファ

イ33：1)

ひ と度霊的な理解 を得ると，私たちは，

これがそうだ と自分自身に言 うことができ

ます。 これが聖典の中で言われていること

なのです。 したがって，よ く、選んで用いる

ならば，言葉で霊的な事柄を教 えることも

できないことではあ りません。.

みた まを完全に説明する言葉は，私たち

には与 えられていません。(それは聖典の中

にさえありません)聖 典ではよく 「声」 と

いう言葉が用い られていますが， それで十

分 に説明 し尽 くされているわけではあ りま

せん。 この繊細微妙な霊的な交わ りは肉の

目や耳で，見た り聞いた りで きるものでは

あ りません。声 という表現がされてい ます

が， それは耳で聞 くというrよりも，心で感

ずる声なのです。

この ことを理解 してから，モルモン経の

ある節が私に とっては深い意味 を持つ もの
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とな りました。そしてモルモン経 に対する

証が信 じられないほど強 くな りました。 そ

れは二一ファイに背いた， レーマ ン， レミ

ュエルに関連 した聖句です。 二一フ ァイは
しつせき

彼 らを叱責 し，こう言いました。「あなただ

ちは，これまでに一人の天使 を見，天使 は

またあなたたちに言葉 をかけた。 まことに

あなたたちはその御声 を時々聞いている。

その時それは静な細い声で話 したもうが，

あなたたちはなんらの感 じもなかったので

その御声を感ず ることがで きなか った。」

(1二 一ファイ17：45)

天使 の声

二一ファイは深い意味を持 つ素晴 らしい

説教の中で，次の ように教 え，説明してい
ち か ら

ます。「天使 は聖霊の能力で語 るから，キリ
の

ス トの言葉 を宣べ伝 える。 それで あるか ら，

私はキ リス トの言葉をよく味わえ とあなた

たちに勧めた。それはキリス トの言葉 は，

あなたたちのしな くてはな らない ことをみ

な敦 えるか らである。」(II二 一 ファイ32：

3)

もし天使が私たちの前 に現 われ，言葉 を

かけてきた として も，視覚や聴覚に頼 るだ

けでは，交わ りを持つ ことはできませ為。

なぜなら，予言者 ジョセフ ・ス ミスが言っ

ているように，霊的なプロセス とい うもの

があるか らです。それ を通 して聖い知識が

私たちの心 に流れ込み，骨の折れ る勉強や

時の経過 を待たな.くて も，知 ってお くべ き

事柄 を知 ることがで きるのです。 なぜなら，

それが啓示 とい うものだか らなのです。

予言者 はまた次 のように言 っています。

「神がその無限の知恵 に照らして，私た
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ちが肉体 を受 けて， この地上 にいる間に私

たちに示す ことが妥 当であると思われ るも

のは，すべて抽象的に，私たち人間の有す

る肉体 とは関わ りな く知 らされる。すなわ

ち， まるで肉体 を持 たぬかの如 く，直接霊

に啓示が与 えられ る。 そして この私たちの

霊 を救 う啓示は，肉体 にも救いを得るので

あるQ」(T6`z6h初8s，p.355)

静 か な細 い声

聖典 には， みたまの声 は 「荒々 しく」 も

「高 く」もな く
， また，「雷の音で もな くま

た大 きな騒が しい音で も」ないと書かれて

い ます。 むしろそれは 「や さしくささや く

ような静 な細 い声」で 「人々の心の底 まで

貫」き，「心が燃 えるような感 じを与え」る 』

ものです。(III二一 ファイ11：3;ヒ ラマ ン

5：30;教 義 と聖約85：6-7)エ リヤが，

主の声 は風の中にも，地震の中にも，火の

中にもな く，「静か、参細 い声」(列 王上19：

12)で ある と認めた時の ことを思 い起 こし

て下さい。

みたまは，叫んだ り，大 きな手で揺すっ

た りは しませ ん。ささやきかけて くるので

す。そのささや き方は，非常に静かで，ほ

かのことに気 を取 られてい ると， まった く

気が付 きません。(知恵の言葉が私たちに啓

示 された ことには何の不思議 もありません。
おぽ

酒浸 りの人や麻薬 に溺れている人がその よ

うな声 を感 じる ことがで きるで しょうか)

時 には強 い訴え方をして，気付かせるこ

ともあ ります。 しか し，ほ とん どの場合，

その静かなささやきに心 を傾 けていないと，

みた まは離 れ去 り，私 たちが自ら熱心に求

め，聞 く耳を持ち， 自分 自身の言葉で，昔





主のともしび

のサムエルのように，「しもべは聞 きます。

〔主よ〕お話 し下 さい」(サムエル上3：10)

と言 うまで訪れな くな ります。

霊的な体験は頻繁には与えられない

霊的に強い印象を残す出来事は，そう何

度もあるわけではありません。多くの場合，

霊的な体験は，私たちを教え導き，指示を

与え，誤りを正すために与えられます。私

たちは正当な権能を持つ人からそのような

職に召されない限り，勧告を与えたり，誤

りを正したりする立場にはありません。

霊的 な体 験 を軽 々 しく 話 して は い け

ない

私はまた，特に霊的 な体験 を四六時 中話

すのは賢明 なことではない と信 じています。

そうい う体験は慎重に扱い，他の人々の祝

福のために用いるようにと，みたま自身の

ささや きがあった時だけに話すべきもので

す。私の頭 の中にはいつ もアルマの言葉が

あります。

「神の奥義 を知 ることは多 くの人 に許 さ

れている。 しか しその人々は神が世の人 に

下さるほかには，何の教 えも伝 えてはなら

ない と言う神の きびしい命令 を受けている。

神がその教 えを世 の人に許 した もうのは，

世の人が神 に仕 える熱心 と従順の度合 によ

る。」(ア ルマ12：9)

マ リオン ・G・ ロムニー副管長が伝道部

長 とその夫人たちを前に，次の ように話す

のを聞いたことがあ ります。「私 は自分が知

っているすべてを話す ような ことはしませ

ん。 自分が知っているすべてを妻に話す よ

うな ことはしてい ません。それ は，神聖な
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事柄 を軽々 しく口にす るなら，主の信頼 を

失って しまうとい うことを知 っているか ら

です。」

ルカ伝 によると， マ リヤ挙イエスの誕生

にまつわる神聖な出来事 を心に留め，思い

め ぐらしていたことはあ りますが，それは

私たちにも求められることです。(ルカ2：

19参 照)

霊 的な 事柄 に無理 強 いはきかな い

ほか にも学んでお くべ き事柄が あります。'

証 は無理や りしつけられる ものではな く，

成長 してい くものです。私 たちの証は，背

丈が伸 びてい くようにして，育ってい きま

す。それは少 しずつ成長するため，ほ とん

ど気が付 きません。

自分の都合に合わせ て，答 えや祝福がす

ぐに与 えられるように求めることは賢明で

はありません。霊的な事柄 に無理強いはき

きません。私たちにはみた まが与 えられる

とい う特権があ りますが，強要する，強い

る，無理強いす る，強制す るといった言葉

をこの特権 に当てはめることはできません。

豆 に無理 に芽 を出させた り，卵 にひなにか，

えるように命 じた りすることができないよ

うに，無理にみたまの答 えを引 き出す こと

もできません。私 たちにで きるのは成長 を

促 す環境作 りをし，育み，守ることで あり，

無理強いはできません。成長 を待たなけれ

ばならないのです。

偉大な霊的な知識 を得 ようとする場合，

性急であってはなりません。育つ ままにし，

その助 けを与 えるようにして下 さい。無理

にことを進 める と，誤 った方向に導かれる

ことにな ります。



みたまは，叫んだり，大きな手で揺すったり

はしません。ささやきかけてくるのです。

あらゆ る万法 を用い る

私たちは現に持 っている光 と知識 を用い

て，人生に処するように求められています。

義務の遂行 を説 く啓示 を求めるべきではあ

りませ ん。 なぜなら，それについては聖典

の中で言われているか らです。 また，霊的

な事柄で も世事 に関する事柄で も，すでに

与 えられている知識 に取 って代わる啓示 を

求 めるべ きではあ りません。現 に与 えられ

ている知識 をお しひろげていきさえすれば

よいのです。私たちは人生 を律する決 まり，

規則，規定に従 って，生活 を秩序ある，活

動的な ものにしなければなりません。規則，

決 ま り，戒めは大切な防護手段です。自分

の生活 を変 えるために，啓示による教えが

必要だ と思 って も，本当にそれが必要にな

る時 まで与 えられることはあ りませ ん。「務

めて……従い」 という勧告 は，確かに賢明

です。(教 義 と聖約58：27参 照)

ナ タ ナエル か， トマス か

霊性は人 によって大 きく異な ります。「わ

たしたちは，……預言者たちがレるしてい

た人， ヨセ フの子， ナザレのイエスにい ま

出会 った」 とピリポが言 った時，ナタナエ

ルはこう答 えました。「ナザ レか ら，なんの

よい ものが出ようか。」

しか し， ピリポに 「きて見なさい」 と言

われたナタナエルは，それに従 いました。

ナタナエル は心の中に強烈 に響 くものを感

じたに違いありません。彼 はたちどころに

こう叫んでいます。「先生，あなたは神の子

です。」

主はその信仰 のゆえに彼 を祝福 し， こう

言われました。「よくよくあなたがたに言っ

てお く。天が開けて，神の御使 たちが人の

子の上 に上 り下 りす るのを，あなたがたは

見 るであろう。」(ヨ ハネ1：45-51)

トマ スについて見てみましょう。 トマス

には10人 の使徒の証 をもってしても，主が

よみがえられた と信 じさせることができま

せんで した。 トマスは目に見 える証拠 を求

め ました。「わた しは，その手 に釘あ とを

見，わたしの指 をその釘 あとにさし入れ，

また，わた しの手をそのわ きにさし入れて

みなければ，決 して信 じない。」'

その8日 後，主が現われ， トマスにこう

言われました。「あなたの指 を ここにつけ

て，わたしの手 を見 なさい。手 をのばして

わたしのわ きにさし入れてみなさい。信 じ

ない者にならないで，信 じる者 になりなさ

い。」自分の目で見，手で触れた後， トマス

は答 えて言 い ました。「わが主 よ，わが神

よ。」

それか ら，主 は意義深い教訓の言葉 を与

えられ ました。「あなたはわた しを見たので

信 じたのか。見 ないで信ずる者 は， さいわ

いである。」(ヨ ハネ20：25-29)

トマスは疑い ました。主御自身か ら 「そ

の心 には偽 りがない」(ヨ ハ ネ1：47)と 言

われたナタナエルとはまった く逆で した。

トマスは 「見なければ信 じない」 という態

度で したが，ナタナエルは反対でした。初

めに信 じ，後 に 「天が開けて，神の御使た
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ちが人の子の上 に上 り下 りする のを」(ヨハ

ネ1：51)見 た のです。

自分で 考えて いるよ りも力強 く

すべてのことを理解 していないか らとい ・

って，気お くれした り，恥ずかしい と思 う

ことはありませ ん。二一ファイはこう言っ

ています。「私は神が その子供 たちを愛 した

もうことは知っているが よろずの ことの意

味を知 っているわけではない。」(1二 一フ

ァイ11：17)

皆 さんの証 の中には， 自分で思っている

よ りも，さらに大きな力があ ります。主が

二一ファイ人 に語 られた言葉 を見てみ まし

ょう。

「お よそ真にへ りくだ る心 と悔 いる精神
いだ

とを抱 きてわれに来 る者は，われ この者 に

みな火 と聖霊 とを以てバプテスマを施 さん。

かかるバ プテスマは， レ!一マン人改心をし

たる時に，われに対 して抱 きし信仰 に応 じ

てわれがかれらに施 したる火 と聖霊による

バプテスマ と同 じ。その時 レーマン人 は，

この火 と聖霊によるバプテスマを受 けたる
さと

ことを覚 らざりき。」(III二一 ファイ9：20)

何 年か前，私 は遠 い異国の地で伝道 して

いる息子に会った ことがあ ります。伝道に

出て1年 経 った頃です。息子は初めにこう

聞いてきました。「父さん，霊的 に成長する

にはどうした らいいか教 えて下 さい。そ う

なれるように一生懸命 やってきたけど，ち

っとも変わ らないんです。」

それが彼の自己評価 でした。 しか し，私

の評価は違 っていました。たった1年 の間

にこんなに成熟 し，霊的 に成長 したのか と，

信 じられないほどで した。彼の場合成長が
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一

一つ一つの積み重ねで
，びっ くりす るよう

さと

な霊 的な体験 として来なかったために，覚

ることができなかったのです。

どこか ら始 めるべ きか

次 のように言 う宣教師は決 して珍 しくあ

りません。「まだ証がないのに，どう証 した

らいいんですか。 どうしたら，神が生 きて

お られ， イエスはキ リス トであ り，福音が

真実であると証で きるのですか6そ の よう

な証がないのに，証 をするとした ら，不正

直 とい うことにな らないで しょうか。」

ひ とつの原則 を述べたい と思います。証

は実際に証をしてい くなかで見いだす もの

なのです。霊 に関わ る知識を求めてい く過

程でいつか，信仰の急激な上昇を経験 しま

す。その大いなる飛躍 をするには，主を信

頼 しなければな りません。聖典 に言われて

いるように，確か に，「人の魂は主の ともし

び」(箴 言20：27)な の です。

本 を読み，人 の話 を聞いて証 を得 ること

にはそれな りの意義があ ります。それは最

初の段階 として必要 なことです。 しかしそ

れは， 自分が証 してきた ことが真実である

というみたまの確認 を受けることとはまっ

た く別の事柄 です。証は，人に分かち与え

る時 に与 えられ るとい うことを理解 してい

るでしょうか。 自分が持て るものを与える

な ら，その代わ りに，さらに多 くの ものを

与 えられるのです。

イテル書には次の ように書かれてい ます。

「イテルは大 きな驚嘆すべ きことを民に予

言したが，民は親 し くこれを見なか ったの

でそれを信 じなかった。 さて私モロナイは

少々言いたいことがある。私は，信仰 とは
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邪悪なところから来るささやきにだまされないよう，常に注

意して下さい。偽 りの霊感を受けることもあり得るのです。

まだ見ない物事を望む ことであると世の人

に教えたい。 それであるか ら，あなたたち

は自分が まだ見ていないか らと言って疑 っ

てはな らない。信仰の度 を試 してか らでな

い と証が得 られないか らである。」(イ テル

12：5-6)

証 の 中に信仰がはっきりと現われうので

す。

主が支え て下さる

もし謙遜 さと真心 をもって証す るなら，

主 は私たちをひとりに してはおかれません。

それは聖典 に約束 されていることです。次

の聖句 を見てみましょう。

「この故 に
，誠にわれ汝 らに告 ぐ。 この

しか

民に向いて汝らの声を挙げ，而してわが汝
しそ う

らの心 に与 えん とする思想 を語れ。さらば，
まど

汝 ら人々の前 にあわて惑 うことなかるべ し。

そは，汝 らの言 うべ きことはその時 その

瞬間に与え らるべ けれ ばな り。
しましめ

され ど，われ一つの誠命 を汝 らに与 う。

すなわち，汝 ら何事にまれわが名 によりて

宣ぶる事は，すべてに於て厳粛なる心，柔
もつ

和 なる精神を以てこれ を宣ぶ るべ し。

さらば，われ この事 を約束す・ すなわち，
な

汝 らこれを為 さば，聖霊汝 らに注がれて何

事 にまれ汝 らの語る すべ ての ことを証せ

ん。」(教 義 と聖約100：5-8〉

懐 疑論者は， 自分に証があるか どうか分
ぎ まん

か らないのに証 をするのは自己欺隔であ り，

そこか ら出て来る感情 などは作為的な もの

だ と言 うことで しょう。確かに， これは懐

疑論者たちには決 して理解できないことで

す。それ は，彼 らがみたまを受 けるために

必要な信仰，謙遜，従順な どの特質 を顧 み

ようとしないか らです。

証が不誠実な人， また知識 を誇 る人，経
ごうまん

験主義者，傲慢な人，不信心 な人，尊大 な

人々か ら完全に隠 され，守 られている理 由

はそこにあるのです。皆 さんはそのことを

理解 しているでしょうか。 このような人々

には，証 は与 えられません。

自分の望みを証することも，信仰 による

行ないであ り，正 しいことです。それ は予

言者 アルマが人々に語 ったことにも通 じま

す。私たちは信仰か ら始めるのであ り，最

初か ら完全な知識 を持 ってい るわ けで はあ

りません。 アルマ書32章 の説教 は，福音を

知 って間 もない人々， また新 しい教会員，

謙遜 に求める人々 に向けられた ものであり，

聖典の中で も特に素晴 らしい箇所です。 こ

こには，真理への証に対するひ とつの鍵が

あ ります。

多 くの場合，みたまとキ リス トの証 は，

これを人 と分かち合 う時に与 えられ，保ち

続 けることがで きるのです。 この過程 の中

に，福音の真髄が あります。

これ こそキ リス トヘの信仰の完全な表現

ではないで しょうか。証 は自ら進 んで分か

ち与 えるのでなければ，思い出す ことも，

保 ち続 けることも，大 きく育 てることもで

きません。証 を得 るには，それ を惜 しみな
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宣教師 として訪問する最初の家で した。 し

らが混 じりの夫入が網戸越 しに，何の用か

と尋ねてきました。同僚がそっとひじでつ

ついて，彼 に話 をさせ よう としました。彼

は どぎまぎして，何 を言っていいのか見 当

がうきませんでした。そ してだし抜けに，

「神がかつて人の ごとくあられた ように
，

人 も神のごとくになることができます」 と

言ったのです。

奇妙な ことに，相手の女性は興味を示 し，

その言葉が どこに書いてあるか と尋ねて き

ました。彼が 「聖書 の中です」 と答えると，

彼女 はち ょっと戸口を離れ，聖書 を持 って

戻 って きました。彼女 は自分はある教会の

牧師である と告げ，彼 にその聖書 を渡 して

言いました。「それでは， どこにあるのか，

場所 を教えて下 さい。」

彼 はそわそわしなが ら， あち こちぺ一ジ

をめ くりました。 しかし最後にはそれ を彼

女に戻 し，こう言いました。「見つ ける こと

ができませ ん。聖書の中にあるのか どうか

も不確かです。あった としても，見つけら

れない と思 います。私 はユタ州のキャッシ

ュバレーの貧 しい農民の子供で，あまり教

育 も受 けていませ ん。 でも私の家族は皆，

イエス ・キ リス ト.の福音を実践 して夕球 す。

福音は私たち家族 にた くさんの祝福 を注い

で くれました。2年 間自費 で伝道 し，自分

の思っていることを人々 に伝 えようと決心

したの もそのためです。」

彼女 はその後，ドアを開けて，「どうぞお

入 りなさい。あなたが伝 えたい ということ

を聞かせていただ くわ」 と言いました。 そ

の時の ことを語った彼 は，それか ら半世紀

も経 ってい るというのに，涙 を止めること

聖徒の道/1983年10月 号

ができないほ どで した。

このみ業 には偉大 な力があ ります。みた

まの助けを受けた教会員 は，このみ業 に働

くことができるのです。

話 したいことはまだ まだあ ります。祈 り，

断食，神権 と権能，正 しい生活な ど，皆啓

示の中で本質的な要素 を成す ものばか りで

す。私たちがそれ らを正 しく理解すると，

それらはひとつ となって完全な調和 を見せ

て くれ ます。 しか し，一人一入が， 自分自

身で，みたまによって学ばなければな らな

い事柄 も幾つかあります。

二一ファイは聖霊や天使 についての素晴

らしい説教 を途 中でやめ， こう言 っていま

す。「私は・タ…・これ以上話す ことがで きな

い。『みた ま』が私 に話すな と仰せになる。」

(II二 一 フ ァイ32：7)こ れ まで私 は自分

の能力の最善 を尽 くして話 してきました。

みた まがわずかに幕を開 き，啓示，霊的な

交わ りという神聖な原則が真実で あること

を証 して くれ るでしょう。

口にす るにはあまりにも神聖なことです

が，私 は神が実在 し， また，イエスがキリ

ス トであり，確認の儀式の時に授 けられた

・聖霊の賜が神か らのものであることを体験

を通 して知 っています。

モルモン経 は真実です。

この教会 は主の教会 であ り，イエスはキ

リス トです。私たちを管理する予言者が与

えられてい ます。奇跡 の時代は終わってい

ません。 また，天使が人々に現われ，導き

を施す ことがやんだわけではあ りません。

この教会 には霊的な賜 があります。その中

で最 も素晴 らしい ものが聖霊の賜 なのです。
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数
多 くの民族の間にかつて世界的な洪

水があった という伝承があります。

バ ビロニアのギルガメッシュ叙事詩や，ギ

リシャ神話のデウカ リオ ンとピエラの話 も

その中に入 ります。 イギ リスのウェールズ

とイン ドは文化的な背景を異に しますが，

面白い ことに，両方 とも聖書のノアの物語

に類似 した伝説 を持 っています。(創世6-

8;モ ー セ7：38-45;イ テル13：2;ア

ル マ10：22)こ れ らの伝説 は細 かい点 にお

いてはかな り違 うところがあり，地域的な

差異 も見 られ ます。 しか し，そのほ とん ど

が基本的な共通点 を持 っています。(1)人

類が邪悪になり，神 に逆 らうようになった。

(2)全 世 界的な洪水で罪人たちが滅ぽ さ

れ，地が清 められた。(3)ひ とつの正 しい

家族かグループが。 さらに優れた新 しい人

類を起 こすために取って置かれた。

したがって，アメ リカ大陸の先住民が神

聖な口承の中に，洪水の物語 を伝 えていて

も不思議はありません。北 アメ リカのヒュ

ーロン湖やブリティッシュ ・コロンビア州

か ら，南アメリカのチチカカ湖 やパタゴニ

アに至 るまで，アメ リカ大陸の先住民 は古

代の洪水を記憶 し，それぞれ に形 を変 えた

物語 を伝え残 してきました。メキシコや中

央アメ リカの伝説が，創世記の記述に最 も

近い関係にあるようですが，物語の面 白さ

とい う点では，南アメ リカのア ンデスのイ

ンデ ィオの伝承が一番です。

アメ リカ大陸の洪水伝説をい まに伝 える

原資料の多 くは，初期 に新大陸を訪れ，先

住民たちの伝承 を採集 したカ トリックの司

祭や探検家たちの記録です。 この人々は，

自分たちが誤 ち， また悪魔 の教 えと判断 し

た事柄の指摘 にはかな り性急で した。しか

し，インカ人 を初 めとす る諸部族 に関す る

聖徒の道/1983年10月 号

アン トニオ ・デ ・ラ ・カ ンチャの次の見解

には同意見だったものと思われます。

「彼 らは独 自の記録手段であるキープ(結

縄文字)あ るいは先祖か らの言 い伝 えを秘

めた歌や行事な どに よって，箱舟 と洪水の

物語 を知 り，それ を語 り伝 えていた。」

15年 間ペルーに住 み，60回 アンデス越 え

をしたフェルデナン ド・デ ・モンテシノス

とい う人物がい ますが，その記録によると，

彼はインカに語 り伝 えられていた洪水が実

際に どの年代なのか，算出を行 なっていま

した。モ ンテシノスの記録 によると，イン

ディオたちは第2の 日，すなわち創造後第

2千 年目の終わ りか ら数 えて340年 前 に洪

水があった と語 り伝 えていました。 という

ことは，インカの暦法 によって も言えるこ

となのですが，創造後1660年 ，すなわち記

元前2340年 とい うことにな ります。

また，アンデスのインディオたちは，洪

水に対 して特別な呼び方 をしていました。

昔のあるケチュア語の権威者は1608年 の記

録の中で，インディオたちはそれ を，「すべ

てにおよぶ洪水」 という意味の 「ルロクラ

イ ・パチ ャクテ ィ」 と呼んでいたと書いて

います。一部イ ンディオの血 を引 く別の記

録者は，16世 紀の終わ り頃に次のように書

いています。

「洪水 をヤコ ・パチャクティと呼び，そ

れは神か らの罰であったと言 っていること

からも分かるように，彼 らは洪水そのもの

の記憶 はとどめていた。 しかし， 自分たち

が洪水後のノアの子孫から出た者であるこ

とは覚 えていない。」

軍人であ り歴史家であったペ ドロ ・サル

メン ト・デ φガ ンボアは，洪水の別の呼び

名 を1572年 の記録 に次のように書き残 して

います。
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北
アメリカから南アメリカに至るまで，アメリカ大陸の先住民は古代

ド

の洪水を記憶し，それぞれに形を変えた物語を伝え残してきました。

「とにか く
，彼 らの神 は大洪水 を起 こし

たのである。彼 らはそれを 『ウノ ・パチャ

クティ』すなわち 『地 の形を変 えた水』 と

呼んだ。また彼 らは，雨 は60日60夜 降 り，
おぽ

すべての生 き物が溺れたとも言い伝 えてい

る。」

年代 記作 者 として評判 の高 いペ ドロ ・

デ ・シェサ ・デ ・レオ ンはまた別 の形の洪

水伝承 を記録 しています。彼 は長年 にわた

ってアンデスを隅な く経巡 り，先住民たち

の言語，習慣 に親 しみ ました。彼 の記録 は

私たちが手 にしている中で も最高のもので，

彼 自身の目撃によるイ ンカ帝国の様子 を伝

えています。自分が訪問したインディオ諸

部族の間に広 く行 き渡っていた洪水伝承 を

要約 して， シェサは1550年 に次のように書

いています。

「これ らの種族はこう伝 えている
。イン

カができるはるか以前の大昔，地上 には多

くの人々が住んでいたが，ひどい嵐 と洪水

があ り，海 はその境 といつ もの流れ を越 え

てあふれた。そして，水 はあらゆる山脈の

中で も最 も高い峰よ りも高 くな り，地上の

全面を満たし，すべての人々を滅 ぼした。

一山岳地帯や低地地方 出身の者 たちの話

によると，小さな舟で難 を逃れた6人 以外

は，皆溺れた という。その6人 は，その後

生 まれてきたすべての者の祖である。……

これを疑 ってはな らない。なぜなら， この

民のすべての者が口をそろえて これ を確認

し，私が書いた通 りの ことを語 っているか

らである。」

シェサが残 した記録に類似 した ものに，

クスコ出身のクリズ トバル ・デ ・モ リナが

1572年 に書いた記録があ ります。彼 は， イ

ンカの人々について，次の ように書いてい

ます。「彼 らは洪水 に関 して多 くの知識 を持

っている。そして，水がこの地上 で最 も高

い峰々 よりも高 く上がったため，人間 とあ

らゆる生 き物が滅 び，箱 に乗 って救われた

ひ と組 の男 と女のほかは，だれ も生 き残 ら

なかった と伝 えている。J

アベ ンダノというカ トリックの神父 も，

洪水 について別の言及をしています。彼 は

インデ ィオたちにキ リス ト教信仰 を説 こう

としましたが，インデ ィオたちの以前の信

仰，習慣 について も語 らざるを得 な くな り，

ある説教の中で次 のように言っています。

「インカの人々は書物 を持 っていなかっ

たために， これ らのことを知 らなかった。

またかれ らの歴史家は， キープによって伝

承 として昔から語 り継 いで きた事柄 も，わ

ずか400年 か500年 まで しか さかのぼれず，

それ以前はプルパ チャすなわち記憶のない

時代であると言 っている。それで も，神が

水 をもって世 を滅 ぽしたあの洪水 のことだ

けは記憶 し，皆が皆，それは人間の罪のゆ

えであった と言 っている。……インデ ィオ

たちは洪水があったことを認 め，それをル

ロクライ ・パチ ャクテ ィと呼んでいる。」

よ くアンデスの洪水伝承 の特徴 として論

じられるのが水に浮 く山頂 と，差 し迫った

破局を主人 に警告す る動物 で， この地域の

ほかに も他 の地域 の伝承 にも現われ ます。
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ベルナルブレ ・コボはこのふたつに触れ，

次の ように書いてい ます。

「クス コ地方のア ンカスマルカのインデ

ィオたちの間には次のような伝承がある。

洪水の時が迫 ってきた頃，ひ と月の間， こ

の地方に住むラマ という動物が深 く悲しん

で，食 を取 らず，夜 には星ばか りをなが め

ていた。ひ とりの飼い主がその ことを気 に

し，何が原因で そう悲 しむのか とラマたち

に聞いた。するとラマたちは，洪水 によっ

て この世 を滅ぼそうとしている，一団の星

に目を向けなければならない と答えた。 こ

れを聞いた彼は6人 の息子 と娘 にそれ を告

'げ，食物 と家畜 をで きるかぎり集めること

にした。その用意 を終 える と，彼 らはア ン

カスマルカ という高い山へ登 った。やがて

水が増 し，地上瞠あふれたが，それにつれ

てその山も高 くなって水 に浮 き，決 して沈

むことがなか った。そして，水かさが減 り，

また元の ようになると，山 も低 くなって元

の所 に戻 った。洪水 を生 きのびたこの飼い

主の子供たちか ら， またこの地方に人間が

増え始めた。」

水 に浮 く山については，1598年 に年代記

作者 フランシスコ ・ダビラが書いた記録 に

も，面白 く描かれている。

「彼 らは
，昔の世界は滅ぼされ る運命 に

あったと言 ってい る。そ してそれは次のよ

うにして事実 となった。あるインディオが

自分のラマを美しい牧場につないだ時……

そのラマが彼 にこう言った。『ロコ，あなた

は何を知 ってるの。あなたは何を考えてい

るの。私の言 うことをよ く聞いてお くれ。

5日 としない内に海が水かさを増 してあふ

れ出し，最後 には，地上 を水で覆 って しま

うことになる。あなたはビルカコ トのてっ

ぺ んに逃 げなければな らない。』持 ち物を背
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負い，ラマをひ もで引 き， そのインディオ

は言われた山の頂上 に行った。 そこには数

多 くの動物や鳥が群 れ集っていた。……水

はこのビルカコ トの頂 までは達 しなかった。

・しか し水かさは非常に高 くな り，恐れ

おのの く動物たちの中には， ほとん ど水に

つかっているものもいた。た とえばキツネ

は水際 ぎ りぎ りの所でしっぽを波に洗われ

ていた。キツネのしっぽの先が黒 いのはそ

のためである。5日 目が過 ぎようとした時，

水 は引き始め，海は元の高さに戻 り，最後

には以前 よりも低い ところまで後退 した。

このようにして，そのインデ ィオを除き，

全地か ら人間が取 り除かれたのである。」

アンデスの洪水伝承の中には，二度 と全

地を覆 う洪水はない とい う，神 と人 との契

約の象徴 である虹に言及 した ものもありま

す。 この伝承について触れた ものとしては，

少な くとも，ふた りのスペイン人 による記

録 を挙 げることがで きます。1586年 にカベ

ロ ・バルボアが書いた次の記事は，クスコ

の町へ向 けて出発 したアヤル兄弟会につい

ての記録の中の一節です。

「彼 らは
，現在 グアナカウ リア と呼ばれ

てい る山へ来た。ある日の夕方，彼 らは同

じ山のふもとか ら立 っている虹 を見た。マ

ンゴ ・カパカは他の者たちに，それは世界

が二度 と水では滅ぼされない ことを示すよ

い しるしであ り，彼 についてその山を登 る

な ら，そ こか ら， 自分たちが落 ち着 く先 を

見渡せ るようになると言った。」

同じような話が，1572年 の モ リナの記録

の中にも見 られる。

「アヤル兄弟会の面々はその頂 を登 りつ

め，そこでジ先住民たちがグアナカウ リア

と呼ぶ虹 を見た。・マンゴ ・カパカは彼 らに，

『これは
， この世 は二度 と水では滅ぼされ
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イ
ンディオたちは，その地域で生活を営あ以前の太古

　

の時代に洪水があったということ，それは神の命に

よって引き起こされたということを信じていました。

ないというしるしである』 と語った。」

あるスペイン人 は，将来のノアの洪水 に

も匹敵する破壊がどのような形 となって襲

い来 るかを， インカの人々が理解 していた

ことを書き残 しています。次 に引用す る記

事は，1653年 に初 めて記録 された ものです。

「この点 に触れた他の伝説は，洪水 に関

連 して，その最初の人間についての話か ら

始 まっている。 このインディオたちは皆，

ビラコーチャの意志である とい うこと意外

に何 も知 らなかったが，洪水について素晴

らしい知識 を持っていた。 そして彼 らは，

地はかつて洪水で滅ぽされたように，きき

ん，悪疫，火の3つ によって再 び滅ぼされ

ると信 じていた。」

アンデスのインディオたちの洪水 に関す

るすべての知識 を見てい くのはなかなか面

白い ことです。情報量がきわめて少 な く，

伝承 を記録 したスペ イン人たちの観察対象

種族が様々 に異 なっているという事実 もあ

りますが， その伝承 をひ とつに合わせ ると，

インディオたちの洪水 に関す る知識 がより

生き生きとした描写を持 って迫って きます。

インカを初 めとするこの地域の諸部族 は，

彼 らがその地域で生活 を営む以前の太古の

時代 に洪水があった ということ，それは人

問の罪が原因で，神の命 によって引 き起 こ

された ということを信 じていました。彼 ら

はひ とりの人間，あるいはひ とつの家族が

救われた ことを知 り，多 くの動物の救い と

洪水 とを結び付 けて考 えてい ました。彼 ら

に伝えられていた洪水か ら逃れるための手

段 は，舟 というケース もあれば，高い山の

峰 というケース もあります。中には水 に浮

く峰 というもの まであ ります。それらの中
さいやく

には，洪水は古代世界 の災厄の一象徴であ

り，将来 は火 と疫病 による滅亡があるとい

う考 えがあ りました。 また，彼 らは虹 を，

地は二度 と洪水 によって滅ぼされないとい

う約束 と結びつけていました。 アンデスの

先住民たちには，彼 らの文明全体の中で広

く用いた文字体系 というものがなかったた

めにその伝承はほとんど口承 という形 を取

り，父か ら子へ と代々伝 えられる内に，姿

を変えてきました。 しかし次のバ スケス ・

デ ・エスピノサの考 えは，妥 当な もの と言

えるのではないので しょうか。彼 は1630年

の記録 の中で こう書いてい ます。

「このように，インディオたちは今に致

るまで代々伝承 によってその物語を保存 し

て きたが， これまでによく記憶 していたの

は，彼 らが この地に来たのが，洪水 からそ

れほ ど経っていない時だったか らである。

彼 らが真理の中に誤 りと迷信 を混 じえて し

まったのは，時の流れ と文字 を持たない と

いう要素があったとはい え，先祖か らの伝

承 によって，洪水1;関 す る記憶 と知識 をと

どめていたからこそであった。それ らの過

誤や迷信 は真理の光 を曇 らせはしたが，な

おかつ，かすか にきらめきを残 しているの

である。」
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④
ちゅう かい かい ちょう

中おうしょとうきょう会会長

ドウワン･ジ エイ･ヤ ング

0

ざ 0

とう

た しが6さ いの とき,お 父さんが ピンボーをもらってきました。

わ ビンボーは,お 菱さんのオーバーのボケ ツ トに実 って しまう くら
ちい くろ しろ にい

い小さな,黒 と白の フオツクステ リヤで した。わた しはお兄さんのアラ

ンと二 しょに,毒 旨 ビンボーにえさをや りました。 ピンボーが笑きくな
い

る と,お ろ･うにも 入れ て や る よ うにな りま した。 ビンボ ー のお ろ･ろの と
おな

きは,わ た しもア ラ ンも ピンボ ー と同 じ くらい,び しホぬれ にな りま し
か

た。 ビンポーば家ぞ くのようで した。 ピンボーは4さ'い で しんで しまい

ましたが,そ の 雌 のあいだ にいろんなことがあ りま した.あ る馨のこ

と,ア ラ ンが しょう こ うね つ にな って しまい ま した。 その ころ は ,し ょ
にん いえ そ とひと で

うどくの くす りもあまりなか ったのて,び ょう人の家の人は,外 へ出て
とう

はいけないことにな っていま した。ですか ら,お 父さんはお じいち ゃん
いえ い かい しゃ かよ

の家へ行 って,そ こから会社 に通 いました。
いえ き

お い しゃさんのほかは,だ れも家 に来 ませんで した。おい しゃさんが

粂て,講 さんが ドァをあける と,ビ ンボーは施 とび由 しました。そ
かあ みち だ かえ

うす る と,お 母 さ ん もわ た しも道 に とび 出.して,ビ ンボ ー をつれ て 帰 っ
うち

て くるの で した 。 お家 に と じこも りっ き りで も,た い くつで は あ りませ

ん て'した 。
はる ひ なが

ある春 の 日のことで した。うらにわ にビンボーが,し んだように長 く
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おお とも とも

わた しはだんだん大き くなって,友 だちをつ くる には,友 だちにな ら
じ かん

なければいけないことがわか りました。時間をか けて ビンボーのせわを
じ かん とも

したように,時 間をかけて友だちにあいを しめさなければな りません。
とも はなし き

ときどきわた しは,友 だちの話を聞いてあげました。それから,で んわ
とも

で｢あ そび にい ら っ しゃい｣と さ そ って あ げま した 。友 だち は,と て も

うれ しそ うで した 。
カごっ こう い とも

学校 に行 くようになる と,友 だちをもっとたくさんつ くることができ
とき はい

ま した 。あ る時,わ た しはや き ゅうのチ ー ム に入 れ な くて,と て もさ び
おも じ ぶん ばん

しい思いを しま した。だか ら,自 分 がえ らぶ番 になった ときには,さ び
ひと い おも あたら こ はい

しそうな人を入れて あげようと思いま した。新 しい子がクラスに入 って
とも

きた とき に は,友 だ ち にな って あ げま した 。 そ うす る と,わ た しまで う

れ しくな りま した 。

鰭
蟷

茅蓼

》
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まつU'つ せ い とイ エ ス･キ リス

トき ょうか い で は,だ んUき は,

とて も た いせ つです 。 ほ ら,ア ッ

くん とお とう さん が,だ んUき の

ことを,お はな し して い ます よ 。

き いて ごらん なさ'い。

ア ツ くん:ど う して,だ んU'き

にち よ うぴ があ る の 。だ んUさ

って,な あ に。

お と う さん:だ んU'き って い う

の は,な ん にも たべ な いで,な ん

にも の まな い こ とだ よ。イ エ ス

さ まも,だ んUき を した んだ よ 。

ア ッ くん:な ん にもた べ な いで

なん にも の まな か った ら,し ん

し'やうよ 。

お と うさん:そ うだね 。ち ょ っ

とつ らいね 。て んの お とうさ ま

は,ち いさ な こ ども は,だ ん し'

き=をしな くても い い って,お っ

しゃ って い るよ 。 ア ッ くんも お

お き くな って,だ んUさ=し た い

な って お も うよ う にな った ら,
いつ

さ い しょ は1か いだ け,ご はん

を ぬ く とい いね 。
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とおい しいものをたべたい｣と

いうきもちをおさ'えな けれ ばい

けないことがわかるね。

アッくん:ね え,い つだんUき

するの 。

おとうさん:だ いいち にちよう

びだよ。だいいちにちようぴに

は,あ か しか いもあるね。あか

しかいのときには,い つも,て

んのお とうさ まのみたまを,か

ん じることができるね。それ は,

だんUき を しているか らだ って,

おもわないか い。

アッくん:そ うだね。ぼく,あ

か しか いがだいす さだよ。てん

のおとうさまが,ち か くにいら

っ しゃるようなさがす るんだも

の。でも,だ ん じき にちようぴ

しか,だ んUさ=し て はいけない

の。

おとうさん:そ うUや ないよ。

とくべつな しゅくふ くがほ しい

ときは,い つでも していいんだ

よ。ユキおばさ'んがガ ンになっ

たとさの ことを,お ぼえて いる

だろう。あの ときは,か ぞ くみ

60

ん な がだ んUさ=し て,お いの り

して,そ れ か らユ キお ばさ ん に,

しゅくふ くを したね 。 て んの お

とう さ まが,わ た したち の お い

の りをき いて くださ ったか ら,

しゅUゆ つ は,せ い こう した ん

だ よ 。

それ に,だ んUさ=を す る と,こ

ころが ひ く くな って,て ん のお

とうさ まの み ち びきや お しえを,

よ くか んU'る ことが で き るね 。

ア ッ くん:ど の く らいの あ いだ,

な にも たべ て は い けな いの 。

お とう さん:お とうさ ん とおか

あさ ん は24Uか ん,ま え の ひの

ゆ う ごはん か ら,そ の ひ の ゆう

ごはん まで は,た べな い よ 。

ア ッ くん:な が いなあ 。

お と うさん:そ うだね 。 くる し

い ことも あ るよ 。そ ん な とき は,

｢た す け て くだ さ'い｣っ て
,て

ん のお とうさ ま に,お いの りす

れ ば いい んだ よ 。だ ん だん に,

そ んな にくる しくな くな る よ 。

その うち にアッ くん も,で き る

よ う にな るよ 。
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サモア とトンガに建設されていた神殿の

献堂式が,去 る8月,ゴ ー ドン･B･ヒ ン

クレー第二副管長の管理の下に行なわれた。
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れた理由はひ とつ しか考 えられ ません。末

日聖徒の女性が この国にあって偉大な力を

持っていることを認めて下さっているか ら

なのです。中央扶助協会会長が公式晩餐会

に招かれたのは,今 回が初めてだ と記憶 し

ています。シンデレラのような気持ちです。

招待 を受 けて本 当 にうれ し く思 っていま

す。｣

ご主人のダグラス･H･ス ミス兄弟 と共

にホワイ トハ ウスに到着 したス ミス姉妹 は,

衛 兵に案内されて東の問に入 り,大 統領夫

妻 に紹介され ました。それか ら晩餐の部屋

に移 りテーブルに着 いたス ミス姉妹 は,大

統領夫妻 と同 じテーブルになろうとは夢 に

も思いませんでした。午後7時30分,晩 餐

の始 まる予定の時刻 に会場に姿を見せたレ

ーガン大統領が
,ス ミス姉妹 と同じテーブ

ルの最後 に残 った椅子に腰を下ろしたので

す。

テーブルを共に したのは宇宙飛行士のサ

リー･ラ イド,バ スケ ットボール選手のモ

一 ゼ ス･マ ロ ー ン
,合 衆 国 カ ト リ ッ ク 慈 善

会 会 長 の バ ー ジ ル･L･デ シ ャ ー ン ト,｢ク

リ ス チ ャ ン･サ イ エ ン ス･モ ニ タ ー｣の 編

集 者 で あ る キ ャ サ リー ン･フ ァニ ン グ,バ

ー レ ンの 外 務 大 臣 で あ る モ ハ マ ド･ビ ン･

ム バ ラ ク･カ ー リ フ ァ,そ し て 共 和 党 国 家

委 員 会 委 員 長 の べ テ ィ･ハ イ トマ ン と い う

そ う そ う た る 顔 ぶ れ で し た 。(C勧z碗

News,August7,1983)

再組織された名古屋
西ステーキ部長会
●堀田徹兄弟,ステーキ部長に

回
月10日,七 十人第一定員会会員ア ド

ニー･Y･小 松 長老の管理の下に,

名 古屋第2ワ ー ド部で名古屋西 ステーキ部

特別大会が開かれた。

ロバートソン元日本伝道部長逝去

回
本な らびに中国の伝道部長 として活躍 した ヒル

トン･ア レクサンダー･ロ バー トソン兄弟が7

月19日,91歳 で死去 した。 ロバー トソン兄弟 はフィリ

ピン,韓 国,グ アム,沖 縄そ して 日本 の伝道部を管理

し,1951年 にはサ ンフランシスコのチャイナタウンで

中国伝道部を開設した。日本の伝這部を管理したのは,

1952年 か ら1955年 まで で あ る 。
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●七十人第一定員会会員ア ド

ニー･Y･小 松 長老管理 の下

に行なわれた東京東ステーキ

部センター(東 京第5ワ ー ト'

部)の 献堂式。

東京第5ワ ー ド部 として使用

され,昭 和55年2月 に新たに

始 まった現在の建物の着工 ま

で約18年 間使用されてきまし

た。

旧建物か ら現在の建物 に至

るまでの約18年 の間,多 くの

兄弟姉妹のかかわ りがあ りましたが,献 堂

式ではその中の幾つかの話 を伺い,当 時 を
しの

偲ぶ ことがで きました。 また,現 在の建物

は昭和55年2月 に着工 し,同 年10月 に完成

したわけですが,そ の時の監督だった神成

兄弟は資金不足 に直面 して会員たちに面接

した当時 を振 り返 って次 のような話 をされ

ました。

ある姉妹 は,会 員 になってわずか数カ月

であったにもかかわらず,結 婚費用 として
た

貯めておいたお金のうちか ら建築のために

献金されたこと,大 学生,高 校生 はお小遣

い を喜んで献金 して くれた こと,ま た,教

会員 でないご主人の理解 を得て,多 額の献

金 をした姉妹 の証などです。 この姉妹の ご

主人 は当日のステーキ部大会で長老に召さ

れ,も うすぐ神殿 で永遠の結婚 を予定 して

いる との ことで した。

最後に小松長老が,聖 なる神権の権能に

より,土 地,建 物,そ の他の付属施設すべ

てが守護 され,完 全 に機能す るように祝福

し,奉 献 しました。

神様に捧げられ,ま た,聖 め られ守 られ

た教会堂の中で,多 くの兄弟姉妹の汗 と涙

を思い,ま たその強い信仰 と証 に触れ,心

に湧 き上がる勇気 を知 りました。 これか ら

先,こ の教会堂に集 うた くさんの兄弟姉妹

たちが,こ の建物の中で様々な経験 を通し

て信仰 と証を育んでい くに違いありません。

(レポー ター:東 京東ステーキ部高等評議

員･三 浦正弘)

嵐の中で築かれ
た信仰と友情
東京北,東ステーキ部合同
サマーカンファレンス

團
月15日 から18日 までの4日 間,山 梨

県道志の森キャンプ場で東京北,東

ステーキ部合同のサマーカンファレンスが

70
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仏教からキリズト教へ
鰐 声を上げて泣きました一

大阪ステーキ部八尾支部

前田 美代栄(77歳)

国
は昨年,主 人 と死別 して今 は姪 と姪

の子供ふた りとの4人 暮 らしです。

今年で77歳 にな りました。

これ まで過去50年 の長い間,仏 教に凝 り

固 まってお りました。 それ もお経 を百万遍

(百万遍 といいますとほとんど朝か ら夕方

まで3年 聞毎 日唱えます)唱 えた り,仏 教

の般若心経 というお経 を千巻写経 した りし

ました。 また,寒 中滝 に打たれて50回 位水

行を致 しました。 そのために大僧上か ら印

を授 けられた り,本 山寺院か ら表彰 された

りし,ず いぶんほめていただ きました。

それほど仏教に凝 り固 まっていた私を未

日聖徒イエス･キ リス ト教会に導いて下 さ

ったのは昨年10月 中頃,私 宅を訪ねて くれ

た堀長老 とダルウィン長老 というおふた り

の宣教師で した。

生 まれて初 めて神様のお話を聞かせてい

ただき,心 身共にすがすが しく感 じました。

2,3度 お話 を伺 っている内に神様 に召 さ

れた方はなんと素晴らしいのだろうと,彼

らの人柄に心打たれました。 その素晴 らし

い宣教師たちのお話を聞いてか ら,彼 らの

教 えや戒めを守って実行 しようと,そ の時

心 に決 めました。彼 らは私のような老人 に

もよく分かるように話 して下さいました。そ

して教会の兄弟姉妹の深い愛に包 まれて,

昨年11月28日,バ プテスマを受 けさせてい

ただ きました。心か ら感謝 してい ます。

長い間の仏教生活で心の整理 もなかなか

つかないように思 ってお りましたが,バ プ

テスマを受 ける1週 間前に心の整理ができ

て,仏 様のお道具 も全部 きれいに片付けさ

せていただきました。

バプテスマを受けてか らはテレビの娯楽

ものの番組 は一切見 ないようにしてい ます。

そして1日5時 間位の時間を聖典 を読むこ

とに充ててい ます。

什分の一の献金 も多 くても少な くて も心

か らの感謝 と喜びの心を添えて しなければ

なんにもな りませんので,い つ も喜んで納

めさせていただいてお ります。 もっと,た

くさんの献金 をしたい と思ってお ります。

それは,偽 りのない私の気持 ちです。

私 はこれから先何年生 きられるか分か り

ま章 んが,余 生全部 を神様 に捧げ,天 のお

父様の娘 として立派に成長 したいと心か ら

願い,決 心致 しました。深 く深 く決心 した

瞬間,涙 が滝のようにあふれ出て止 めるこ

とがで きませんでした。声を上 げて泣 きま
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安息日との闘い
｢ます神の国と神の義を求めよ｣

大阪北ステーキ部

高槻ワード部

安藤 互

の家は,高 校時代に父が経営する会

国 社が倒産 したので,財 産すべてを失
ってしまいました。

そのような状況で したので,両 親はいつ

もけんかばか りしてお り,つ いには別居 を

し,す べての面で とてもつ らい日々 を過 ご

しました。 その苦 しくつらい日々の中で,

私 はふたつの決心 をしました。｢自分で店 を

持 ち,何 か商売をし,失 った家や財産 を取

り戻そう。｣そ してもうひ とつ,｢自 分の愛

する妻 を本 当に幸福 にしよう,大 切 にしよ

う｣と 。

その当時の 自分の家庭環境 を見 て,こ の

ふたつの決心だけは,ど んなことがあって

も捨てまい と思ったのです。 もちろん,ま

だ将来 を掛 けて愛する女性 も仕事 もない17

歳 の高校生だったのですが……。

そして,23歳 の 時に念願の店を中華料理

店 という形で開 くことがで きました。 とこ

ろがその1年 くらい前に,結 婚を決意した

女性が現われたのです。

当時,大 学1年 生 になったばか りの彼女

は,モ ルモンでした。何で も言 うことを聞

いて くれた彼女ですが,教 会の ことになる

とまった く私 の思 う通 りにならず,自 分の

意志を曲げない女性で,初 めてのデー トも

六甲に行 きましょうと行 って神戸 ワー ド部

の聖餐会 に連れて行かれたほどです。この

相反す るふた りが愛 し合い,お 互いが必要

とし合い,結 ばれたい と願ったので,自 分

の愛す る人を幸福 にするという決心はその

第一歩 を踏み出しました。

彼女がどうして もモルモ ンの家庭 を築 き

たい と言ったので,付 き合い初めて7カ 月

後の1974年11月2日 にバ プテスマを受 けま

した。

正直言って,私 には神 を信 じる信仰な ど

まった くなかったのです。ただ彼女を喜ば

せたい,彼 女 と結婚 したい という願 いだけ

で した。

その2カ 月後に店を開店し,そ れから私

の安息 日との闘いが始 まりました。安息 日

を守 るために,店 を人 に任せて,一 時期は

サラ リーマ ンとの2足 のわらじの生活 をし

て きました。 その内に店が3軒 にな り,ど

うして も会社 に勤 めることができな くなっ
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｢あなたの手に善をなす力

があるならば一｣

ある深夜のいたすら電話で一

高崎ステーキ部桐生ワード部

金子 延子

圏
が この教会の会員 になって,3年 が

経 ちました。 その間,本 当にた くさ

んのことを学 びました。特に扶助協会の レ

ッスンは,子 供の良 き母親 となれるよう,

良 き導 き手 となれるようにとの私の願いを

かなえて くれるもので した。

そんな折,今 年の2月13日 の夜 中の2時

頃,あ る高校生か らいたず ら電話がかか っ

て きました。何事だ ろうと思い,急 いで電

話に出 ました。｢も しもし,中 学生ですか,

高校生ですか｣と 問いかけてきました。私

は怒 ってすぐ電話を切ることもできたので

すが,教 会員 として,特 にその 日は安息 日

で もあったので,こ の電話を無駄 にしては

いけない と思 い静か に話 を始 めました。

彼 はシンナーを吸い,タ バ コを吸 ってい

ると言いました。わたしは,｢あ なたたちは

それが悪い と知っててや っているんでしょ

う。やってみたい時期 なんで しょう｣と 言

い,い ろいろ話を聞 くうちに,耳 を傾 けて

くれ る気配を感 じたので,｢神 様 を信 じます

.か
｣と 聞 きました。半分だけ信 じるとい う

答 えだったので,私 の大好 きな聖句である

伝道の書第11章 の8,9節 と第12章 の1節

｢若 い者 よ,あ なたの若い時 に楽 しめ。あ

なたの若い日にあなたの心 を喜 ばせよ。,あ

なたの心の道 に歩み,あ なたの目の見 ると

ころに歩 め。ただし,そ のすべての事のた

めに,神 はあなた をさばか れる ことを知

れ。｣｢あ なたの若い 日に,あ なたの造 り主

を覚 えよ。悪 しき日がきた り,年 が寄って,

『わた しには何の楽 しみ もない』 と言 うよ

うにな らない前に｣を 詩を読むように読ん

であげました。すると彼は｢よ く分か らな

いけど,い い詩ですね。おばさんは優 しい

人ですね。 ここにおれの仲間がいるか ら,

み んなにも何か言 ってやって下 さい｣と 言

いました。そしてひ とりずつ学校 と名前を

言って もらい,話 をしました。ひ とりの子

供 は,自 分の持っている悩み も話 してくれ

ました。ただ聞いて もらいたい という感 じ

で した。｢大人たちはだれ も俺たちと話をし

て くれない｣と いう彼 らの言葉 に,私 は自

分に与 えられた責任 と才能 を理解 したよう

な気がしました。

彼 らは私 の家 に遊 びに来たい というので,

住所 を教 えました。 また,彼 らの要求のバ`

レンタイ ンチョコレー トを用意 して待って

いたのですが来 ませ んで した。

そこで2月17日,学 校名 と名前を聞いて
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読み耽 るような時を過 ごしていました。そ

んな折の訪問.だったのです。

その晩,布 団の中で 自分の責任 について

考 えてみました。長い こと教会 を離れてい

た私は,昨 年の7月,夫 が退職 し,ほ どな

くして任地の直江津か ら引 き上げ ました。

息子夫婦 との同居のために家事 と孫の世話

に追われていた私に｢お 嫁 さんもいること

だ し日曜 日 くらい休 ませ て もらいな さい

よ｣と,お 向いの大先輩のおばあちゃんが

助言して下 さった こと,さ らに夫 の第2の

務め先 も決 まった こともあって,昨 年 の8

月 の半 ば過 ぎ頃か ら,.お そるおそる遠 ざか

っていた教会 に出席 し始め ました。教会の

皆 さんが私の顔 を見て寄 って来 られ,特 に

古い会員た ちが,と て も喜んで くれ ました。

その時の私 はただ どぎまぎするばか りで し

た。

9月 の証会 で,支 部長が｢石 田姉妹が毎

日曜 日,出 席 して下 さって うれ しい｣と 言.

わ れた言葉が胸 にしみ ました。11月 になり,

面接で角姉妹の後 を受けて,図 書委員の責

任を頂 き｢聖 徒の道｣の 発注責任者になり

./ゴ

こ＼

ました。 この時,私 も1月 号から予約 しま

したが,最 初の1,2冊 目を通 しただけで

それ以降 は封 を切 つて積んだ ままにしてあ

りました。今 になってそれではいけない と

考え,早 速今年の1月 号から8月 号 まで苦
と

心 してファイルに綴 じ込みながらいろいろ

な ことを思い出 していました。

私が初 めてふた りの外人宣教師の訪問を

受けたのは!5年 前のみぞれの降る寒い日で

した。3月 の寒い日にもかかわらずふた り

が着ていたのはオーバー コー トではな く,

レインコー トで した。当時,来 たばかりの

新任宣教師であったサ ドロー長老は,私 が

バプテスマを受けた時,石 ころの中か らダ

イヤモン ドを拾い上げた ように喜んで下 さ

ったのに,今 の私 は名 ばか りのモルモン。

苦笑 しなが ら｢聖 徒の道｣に 目.を通 してい

ました。

ローカルページのひとつのタイ トル(｢す

べての事 に感謝 しなさい｣〔1983年6月 号,

pp.60-62〕)に 心引かれて読 んでいる と,胸

の中が熱い もので一杯 にな りました。次々
ほお

と読み進んでい くうちに,い つしか涙が頬

をぬらし活字がかすんで しまうほ どにな り

ました。今 までなぜ,も っと早 く心 を落 ち

着 けて読 まなかったので しょう。
さ さい いや

些細 な事で教会が嫌 にな り,不 活発だっ

.た長い間 ,一 度も｢聖 徒 の道｣す ら読むこ

ともな く,現 在の家 に新築移転する際には

活発だった頃,大 切 にしていた｢聖 徒の道｣

を ごみ と一緒に捨ててきたのです。今 この

証 を書 きなが ら｢な んて愚かなことをした

のか｣と 唇 をかむ思いをしています。

｢ま ことに主 は生 きてお られ ます｣と
,
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